
○町の財政事情の公表　（P4)
○平成 21 年度 入園申し込み開始（P6)
○公民館・社会体育施設の使用料など変更　（P8)
○福祉医療費受給者証の更新手続き　（P12)
○ふるさと納税制度がスタート　（P13)

巻頭：日頃の備えが震災を最小限に抑えます
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巻  頭巻  頭

震
災
を
減
ら
す
た
め
の
備
え

◆
家
屋
の
耐
震
化

　

家
屋
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
耐
震
化
を

お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
都
市
整
備
課
で
は

受
診
建
物
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

対
象
建
築
物
：
昭
和
56
年
5
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
木
造
住
宅

●
診
断
費
用
：
無
料

●
診
断
件
数
：
定
数
に
な
り
次
第
締
切　

● 

申
請
方
法
：
都
市
整
備
課
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
用
紙
に
記
入
し
、
都

市
整
備
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 
添
付
書
類
：
建
物
の
建
築
年
月
が
わ
か

る
書
類
（
建
築
確
認
済
証
、登
記
簿
謄
本
、

名
寄
帳
な
ど
）

※�

耐
震
診
断
後
、
補
強
工
事
が
必
要
な
場

合
、
県
・
町
が
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
家
具
の
転
倒
防
止

　

家
具
の
下
敷
き
に
な
り
、
ケ
ガ
や
命
を

落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
居い

る
時
間
が
長
い
部
屋
か
ら
転
倒

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止

　

窓
や
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
る
と

ケ
ガ
だ
け
で
な
く
、
避
難
の
妨

さ
ま
た
げ
と
な
り

ま
す
。
飛ひ

さ
ん散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
施
工

に
よ
り
、
飛
散
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
食
器
の
飛
び
出
し
防
止

　

思
わ
ぬ
凶
器
が
食
器
類
。
食
器
棚
の
扉

が
開
き
、
散
乱
し
、
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
開
き
止
め
器
具
を
付
け
る
な

ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
消
火
器
の
設
置

　

火
が
燃
え
移
っ
た
す
ぐ
な
ら
、
消
火
器

で
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
使
え
る
よ
う
、
設
置
場
所
や

使
い
方
を
普
段
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※�

火
が
天
井
に
回
っ
た
場
合
、
ま
た
は
危

険
と
思
っ
た
場
合
は
す
ぐ
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　　

早
期
に
出
火
に
気
が
付
く
こ
と
が
火
災

に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。
す

で
に
新
築
家
屋
に
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
既
存
の
家
で
も
平
成
23
年
6
月

1
日
か
ら
設
置
が
義
務
と
な
り
ま
す
。
熱

感
知
式
と
煙
感
知
式
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

音
声
報
知
、
ブ
ザ
ー
報
知
が
あ
り
、
10
年

電
池
の
も
の
や
コ
ン
セ
ン
ト
電
源
の
も
の

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
悪

質
な
訪
問
販
売
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
家
庭
で
の
話
し
合
い

　

日
頃
か
ら
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

対
策
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
先
は
ど
こ
か

○
持
ち
出
す
も
の
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
か

○
消
火
器
の
場
所
は
ど
こ
か

○�

緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
た
ら
、
ど
う
行

動
す
る
か

　地震への備えができている家庭はまだまだ少ないようです。「大地震が来る」といわれながらも、幸
さいわ

い御嵩町
では起きていませんが、油断は禁物です。防災の基本は「備え」です。一般的なことで目新しいことではありま
せんが、日頃の「備え」について、今一度確認していただき、「備え」を実施しましょう。
　今回は、いろいろな「備え」について、ご紹介します。

「自分の身は、 自分で守る」
～日頃の備えが震災を最小限に抑えます～

「自分の身は、 自分で守る」
～日頃の備えが震災を最小限に抑えます～

★消火器の使用方法
①�黄色のピンを上に
引き抜きます。
②�ホースを火元に向
けます。
③�レバーを強く握る
か、押し下げます。

　警報器の品質を保
証されたものには、
日本消防検定協会の
検査に合格した「NS
マーク」が標示され
ています。

★災害伝言ダイヤル
　家族との連絡方法とし
て、「災害伝言ダイヤル
171」が使用できます。
①「171」にダイヤル
②�ガイダンスに従って、
録音また
は再生
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総務管理課地域防災係（内線 2234）

助
け
て
も
ら
う
た
め
の
備
え

◆ 
自
治
会
（
自
主
防
災
会
）
へ
の
家
族

状
況
の
提
供

　

有
事
の
際
の
安
否
確
認
お
よ
び
救
出
の

た
め
に
、
自
治
会
（
自
主
防
災
会
）
で
は

家
族
台
帳
を
整
備
し
よ
う
と
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
安
否
確
認
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
く
よ
う
に
、
ま
た
、
自
分
自
身
が

助
け
て
も
ら
う
た
め
に
情
報
を
提
供
し
ま

し
ょ
う
。

◆
笛
の
携
帯

　　

助
け
を
呼
ぶ
と
き
、
声
が
通
ら
な
い
場

合
な
ど
で
笛
は
有
効
で
す
。
比
較
的
安
価

（
１
０
０
円
程
度
）
で
購
入
で
き
ま
す
。

◆
救
出
活
動

　

個
人
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
隣

近
所
の
人
た
ち
で
協
力
し
合
い
、
助
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
自
主
防
災
会
の
設
立
を
奨

し
ょ
う
れ
い励

し
、
活
動
お
よ
び
資
機
材
購
入
の
補
助
を

し
て
い
ま
す
。
資
機
材
の
購
入
補
助
額
は
、

購
入
金
額
の
半
額
（
上
限
：
年
25
万
円
）

で
す
。
自
主
防
災
会
で
必
要
な
も
の
を
話

し
合
っ
て
、
購
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

【 

自 

主
防
災
会
で
そ
ろ
え
た
い
物
品
】

発
電
機
、投
光
機
、乾
電
池
、燃
料
、テ
ン
ト
、

炊
き
出
し
道
具
、
給
水
タ
ン
ク
、
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
袋
、
食
器
類
、
救
急
セ
ッ
ト
、
簡
易

ト
イ
レ
、
紙
類
、
石
け
ん
類
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
、
バ
ー
ル
、
放
送
機
材
、
非

常
用
保
存
食
料　

な
ど

助
け
る
た
め
の
備
え

◆
心
肺
蘇
生
法

　

意
識
が
な
い
、
呼
吸
が
な
い
、
心
臓
が
と

ま
っ
て
い
る
。「
助
け
て
あ
げ
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
は
当
然
湧わ

い
て
き
ま
す
。
気
持

ち
を
行
動
に
移
せ
る
よ
う
、
心し

ん
ぱ
い
そ
せ
い
ほ
う

肺
蘇
生
法

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
命
を
救
う
チ
ャ

ン
ス
は
10
分
程
度
。
近
く
に
い
る
人
の
対

応
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

◆
止
血
法
、
そ
の
他
応
急
手
当

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
お
互
い
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
覚
え
て
お
き
た
い
こ
と
】

○
止
血
方
法
（
直
接
圧
迫
止
血
法
）

○
外
傷
の
応
急
手
当
（
包
帯
法
）

○
骨
折
の
応
急
手
当

○
や
け
ど
の
応
急
手
当

被
災
生
活
の
た
め
の
備
え

◆
非
常
持
ち
出
し
品
の
整
理

　

地
震
が
来
て
か
ら
あ
れ
こ
れ
と
持
ち
出

し
品
を
用
意
し
て
い
て
は
、
余
震
に
よ
る

建
物
倒
壊
な
ど
で
被
災
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
特
に
自
分
の
生
活
に
必
要
な
も
の

を
非
常
持
ち
出
し
袋
に
入
れ
、
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

※�

非
常
持
ち
出
し
以
外
の
非
常
用
品
は
、

家
の
な
か
の
取
り
出
し
や
す
い
場
所
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◆
食
料
品
の
備
蓄

　

被
災
し
た
直
後
は
、
お
店
で
の
購
入
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
大
地
震
に
よ
り
広
域

が
被
災
し
た
場
合
、
救
援
食
料
も
す
ぐ
に

来
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
食
料
の
備び

ち
く蓄
は
わ
ず
か
な
た

め
、
各
家
庭
で
の
備
蓄
が
必
要
で
す
。
家
族

の
人
数
や
年
齢
構
成
を
考こ

う
り
ょ慮

し
て
、
3
日

分
ぐ
ら
い
の
備
蓄
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
比
較
的
簡
単
な
備
蓄
方
法
】

　

災
害
備
蓄
用
の
保
存
食
を
購
入
す
る
こ

と
も
結
構
で
す
が
、
日
頃
、
食
材
と
し
て

使
う
も
の
で
、
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な

ど
賞
味
期
限
の
長
い
も
の
は
備
蓄
食
料
と

し
て
、
そ
こ
か
ら
出
し
入
れ
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
務
管
理
課
地
域
防
災
係

担
当
：
山
田
（
内
線�

２
２
３
４
）

安否確認用家族台帳
世帯主　○○○○
妻　　　○○○○
子　　　○○○○
子　　　○○○○
＜間取り＞

　

　御嵩町の消防署
の救急車は 1台。
何人もの負傷者が
あるとすぐには対
応できません。近
くにいる人の助け
が必要です。

　消防署では、応急手
当の受講団体を随時、
受け付けています。
■ 申込先：可茂消防事
務組合御嵩分署
　電話 67-1818

　

自
治
会
（
自
主
防
災
会
）
で
は
、
本

年
度
、
防
災
訓
練
と
し
て
自
分
た
ち
の

実
と
な
る
訓
練
を
企
画
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

訓
練
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す

が
、
安
否
確
認
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、

防
災
器
具
訓
練
、
救
急
救
命
訓
練
、
応

急
手
当
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
、

有
事
の
際
に
必
要
な
訓
練
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
す
す

ん
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

居間 寝室

台所 子供
部屋
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町
の
財
政
事
情
の
公
表

　総務管理課行財政係（内線 2207）

　

財
政
事
情
の
公
表
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
町
の
財
政
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
年
2
回
（
2
月
・
8
月
）

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
表
は
、
平
成
19
年
度
第

4
四
半
期
（
平
成
20
年
1
月
1
日
〜
同

年
3
月
31
日
）
と
平
成
20
年
度
第
1
四

半
期
（
平
成
20
年
4
月
1
日
〜
同
年
6

月
30
日
）
の
財
政
状
況
と
出
納
状
況
、

( 単位：千円 )

　※上水道関係については、企業会計のため含まれていません。 
　※減税補てん債･･･町民税特別減税によるもの

和
53
年
度
か
ら
の
累
積
金
額
）
あ
り
、
そ

の
内
容
は
左
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
町
が
借
金
す
る
際
に
は
、
財
政

健
全
化
の
基
準
で
あ
る
「
実
質
公
債
費
比
率

（
御
嵩
町
は
11
・
7
％
）」
が
25
％
を
超
え
な

い
よ
う
に
歳
出
削
減
な
ど
の
努
力
を
お
こ
な

い
、
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
務
管
理
課
行
財
政
係

担
当
：
丸
山
（
内
線�

２
２
０
７
）

内　訳 残　高 内�訳�明�細 残　高

施 設 関 係���� 165,140
�庁舎 76,325
�老人ホーム 16,830
�保育園 71,985

農 林 関 係 74,891 �ため池など 74,891

土 木 関 係 977,570
�道路など 772,745
�公園 5,065
�辺地対策 199,760

住 宅 関 係 3,433 �住宅貸付 3,433
消 防 関 係 45,709 �消防施設 45,709

教 育 関 係 737,490
�学校 646,180
�中山道みたけ館など 91,310

災 害 関 係 8,697 �災害復旧 8,697

財政対策関係 2,651,661

�減税補てん債������(※) 571,817
�臨時税収補てん債 67,209
�臨時経済対策債 56,000
�臨時財政対策債 1,628,135
�地域再生事業債 328,500

そ の 他 120,529
�情報通信 82,559
�ふるさと基金 890
�保健施設など 37,080

下 水 道 関 係 7,168,822
�公共下水道 6,632,117
�流域下水道 536,705

合 　 計 11,953,942

出
て
い
た
だ
け
れ
ば
ご
覧
に
な
れ
ま
す
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
町
の
借
金
の
状
況
は･･･

　

町
が
学
校
や
下
水
道
な
ど
の
施
設
整
備

を
お
こ
な
っ
た
り
、
道
路
な
ど
を
造
っ
た

り
す
る
場
合
、
一
時
的
に
多
く
の
資
金
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
金
の
財

源
に
は
、
町
債
（
町
の
借
金
）、
つ
ま
り
長

期
借
入
金
を
充あ

て
ま
す
。
平
成
20
年
6
月

末
現
在
の
町
の
借
金
は
約
１
２
０
億
円
（
昭

平
成
20
年
度
当
初
予
算
（
平
成
20
年
4

月
号
の
広
報
紙
で
掲
載
）
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
財
政
事
情
の
公
表
」
は
た
く
さ
ん

の
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
広
報
紙
で

は
地
方
債
（
町
の
借
金
）
の
平
成
20
年

6
月
末
現
在
高
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
資
料
は
総
務
管
理
課
お
よ
び

上
之
郷
・
中
・
伏
見
公
民
館
で
申
し

町の借金の内訳

町の借金の状況（平成20年6月30日現在）

町
の
財
政
事
情
の
公
表

住宅関係
（0.0％）

消防関係
（0.4％）

教育関係
（6.2％）

災害関係
（0.1％）

財政対策関係
（22.1％）

その他
（1.0％）

農林関係
（0.6％）

土木関係
（8.2％）

施設関係
（1.4％）

下水道関係
（60.0％）
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上下水道課下水道係（内線 2137）

　

公
共
下
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
営
む
た
め
の
基
盤
と
な
る
重
要
な
施
設
で

す
。
そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
清

潔
な
町
「
み
た
け
」
を
次
世
代
に
残
す
た
め

に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で
、
生
活
に
密

着
し
た
水
路
や
河
川
、
さ
ら
に
は
海
な
ど
の

水
質
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
み
な
さ
ん
、
ト
イ
レ
の
早

期
水
洗
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
「
下
水
道
の
日
」
と
は
？

　
「
下
水
道
の
日
」
は
、
１
９
６
１
年
（
昭

和
36
年
）
に
著
し
く
遅
れ
て
い
る
下
水
道
を

全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、「
全
国
下

水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

以
来
、
日
本
の
近
代
下
水
道
の
基
で

あ
る
旧
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら

１
０
０
年
を
迎
え
、
２
０
０
１
年
（
平
成

13
年
）
の
21
世
紀
ス
タ
ー
ト
の
年
を
機
に
、

近
年
の
下
水
道
に
対
し
て
よ
り
親
し
み
の

あ
る
名
称
に
し
よ
う
と
「
下
水
道
の
日
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
前

後
１
週
間
を「
下
水
道
促
進
週
間
」と
定
め
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
広
報
活

動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

3
月
末
現
在
４
７
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
供
用

開
始
し
て
い
ま
す
（
表
1
参
照
）。
公
共
下

水
供
用
開
始
区
域
内
に
住
居
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
下
水
道
法
に
よ
り
次
の
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○�

汲
み
取
り
の
人
は
、
供
用
開
始
か
ら
3

年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
こ
と

○�

浄
化
槽
を
設
置
の
人
は
、
供
用
開
始
後

速す
み

や
か
に
接
続
す
る
こ
と

　

な
お
、
供
用
開
始
か
ら
3
年
以
内
に
施

工
す
る
こ
れ
ら
の
工
事
を
対
象
に
、
資
金

の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
そ
の
融
資
に
対
す
る

利
子
を
補
給
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

せ
っ
か
く
で
き
た
下
水
道
も
み
な
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
ま
っ
た
く

価
値
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
ば
か
り

か
、
地
域
一
帯
の
生
活
環
境
も
改
善
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一

日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
排
水
設
備
工
事
は
指
定
店
で
！

　

各
家
庭
の
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
た
排
水

設
備
は
、
み
な
さ
ん
で
維
持
管
理
を
お
こ

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、一
定
の
資
格
を
持
ち
、

万
一
の
排
水
設
備
ト
ラ
ブ
ル
に
も
適
切
に
対

処
で
き
る
「
下
水
道
工
事
指
定
店
」
に
必
ず

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

公
共
下
水
道
を
ご
利
用
の

み
な
さ
ん
へ
お
願
い
で
す
！

　

下
水
道
の
施
設
（
下
水
道
管
・
ポ
ン
プ
・

終
末
処
理
場
な
ど
）
の
大
部
分
は
地
下
に
あ

る
た
め
、
故
障
時
の
修
理
は
大
変
困
難
と
な

り
ま
す
。
故
障
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
も
の

は
絶
対
に
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
雨
水

○�

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
生
理
用
品
・
避
妊

用
具

○�

ビ
ニ
ー
ル
類
・
布
類
・
野
菜
く
ず
（
※

デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
で
処

理
さ
れ
た
も
の
を
除
く
）

※�

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
（
食
物
の
く
ず
な
ど
を
細

か
く
砕
く
台
所
用
電
気
器
具
）
単
体
で
は
下

水
道
に
流
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○�

天
ぷ
ら
油
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
油
類

※�

飲
食
店
、
旅
館
、
食
品
ス
ー
パ
ー
、
自

動
車
整
備
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
で
は
、
ご
み
除
去
装
置
や
油
脂
取

除
き
装
置
（
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
）
な
ど

を
定
期
的
に
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
も
の
を
流
す
と
、
下
水
道
管
の

損
傷
や
ポ
ン
プ
の
故
障
に
よ
る
機
能
低
下
に

つ
な
が
り
、
悪
臭
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
、
み
な
さ
ん
が
利
用
す

る
公
共
施
設
で
す
。
ご
使
用
に
あ
た
っ
て

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
維
持
管
理
に
か
か
る
経
費
が
お
さ
え

ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
上
下
水
道
課
下
水
道
係　

担
当
：
橋
口
（
内
線�

２
１
３
７
）

平成 18年度末 平成 19年度末 増　減
処理区域内面積
（整備面積）

446ha 476ha +30ha

処理区域内
世帯数

3,817 世帯 4,207 世帯 +390 世帯

処理区域内
水洗化世帯数

2,597 世帯 2,752 世帯 +155 世帯

処理区域内の
接続率

68％ 65.4％ － 2.6％

汚水総排水量 1,074,535 ㎥ 1,133,946 ㎥ +59,411㎥

表 1　下水道の整備状況と水洗化状況 ◆
公
共
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！

　
「
融
資
あ
っ
せ
ん
利
子
補
給
制
度
」
も

　

利
用
で
き
ま
す

　

平
成
8
年
に
供
用
開
始
（
下
水
道
に
接

続
可
能
に
な
る
こ
と
）
し
て
か
ら
、
今
年

下水道マスコット
「スイスイ」

早
期
水
洗
化
に

　

 
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

　

詳
し
く
は
上
下

水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

早
期
水
洗
化
に

　

 
ご
協
力
く
だ
さ
い
！
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■問い合わせ :
�社会福祉課児童福祉係（内線�2113）
�上之郷保育園（公）電話 �67-2322
�御嵩保育園（私）電話 �67-2323
�中 保 育 園（公）電話 �67-2324
�伏見保育園（公）電話 �67-2325

特 別 保 育

◇未満児保育…生後 6か月から保育（3歳未満児）
◇障害児保育…障がいのあるお子さんを保育
◇延 長 保 育…御嵩保育園・中保育園で実施
　　　　　　　（午前 7時〜午後 7時）
◇ 長時間保育…全保育園で実施
　　　　　　　（午前 7時 30分〜午後 6時 30分）
◇土曜日保育…御嵩保育園・中保育園で実施
　　　　　　　※全園児対象
　　　　　　　（午前 8時〜午後 4時）
※�延長保育や長時間保育、土曜日保育を希望される
場合は申請が必要です。

○入園受付期間：10 月 16 日（木）〜 31 日（金）※土、日は除きます。
○入園受付場所：希望する各保育園
○ 入園手続きについて：入園希望児の保護者は、入園申込書に必要事項を記入
し、申し込み手続きをしてください。入園申込書は、各保育園または社会福
祉課児童福祉係にあります。

社会福祉課児童福祉係（内線 2113）

平成 20 年度　途中入園希望の人へ
　平成 20 年度途中入園希望の人は、入園希
望日の 1か月前から受付をします。希望する
保育園に申し込みください。ただし、定員の
都合などで希望にそえない場合もあります。
　なお、特別保育も実施していますので、ご
希望の人は申し込みくだ
さい。

　　　

平成 21 年度　入園申し込み開始

　　  保育園のご案内

　平成 21年度入園予定のお子さんを対象に、保育
園の様子を見学したり、体験をして、入園の参考
にしていただけるように体験入園を実施します。
　ぜひ、親子で遊びに来てくださいね！
★日時：10 月 17日（金）午前 10時〜午前 11時
★場所：各保育園でおこないます

　平成 21年度の入園受付にあたり、入園説明会を
開催します。入園に関して、ご相談などありまし
たら、この機会をご利用ください（託児あり）。
★日時：10 月 16日（木）午前 10時〜
★場所：ぽっぽかん
※�入園を希望される人は印鑑を持参してください。

入園説明会のお知らせ 体験入園のご案内

　町内の各保育園では、平成 21 年 4月から入園を希望するお子さ
んの入園受付をおこないます。

御嵩保育園御嵩保育園
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　子どもたちの笑顔があふれる保育園では、安全面、衛
生面などに十分に気をつけながら、人間形成の基礎が作
られる大切な時期のお子さんをおあずかりしています。
基本的な生活習慣の自立はもちろんのこと、友だちと目
的意識を持ち、大きく健

すこ

やかに成長していけるように保
育をおこなっています。保育園内の保育だけでなく、高
齢者や小・中学生、高校生とのふれあいを求め、自然の
なかで環境保育にも積極的に取り組み、いたわりや思い
やりの心を育てています。

保育園のねらい

　地域に広がる自然に、子どもたちが心を動か
し、親しみながらあそべるよう保育をおこなっ
ています。　

　園庭からは緑の山々が望め、ゆったりとした
雰囲気のなかで生活しています。少人数の保育
園ですので、その利点を生かし、きめ細かい保
育を進めています。　

　①のびのびと元気よく遊び、自分でやれるこ
とは頑張ろうとする子、②「はい」「ありがとう」
「ごめんなさい」「どうぞ」が言える子、③思い
やりがあり、発想豊かな子に育ってほしいと願
い、保育を進めています。

　全園児でなかよしグループ「フレンドキッズ」
を作り活動しています。散歩やクッキング、運
動遊びなど楽しみながら、小さい子をいたわる
気持ちや大きい子を慕

した

う気持ちを育てています。

社会福祉課児童福祉係（内線 2113）

上之郷保育園上之郷保育園

御嵩保育園御嵩保育園

中保育園中保育園

伏見保育園伏見保育園

▼��自分でつくったカ
レ ー は お い し い
よ！

▲��にんじんのかわむ
き、むずかしいなぁ

▼��食べものの好き嫌
い が な く な っ た
よ！

▲��とび箱や鉄棒のさ
かあがりも楽しく
できるよ！

▼��冷たくて気持ちい
い〜。小さなカニ
も見つけたよ！

▼��みんななかよし！
全員集合 !!

▲��田植え機に乗せて
もらって上機嫌！

▲��なかよしあそびは
たのしいな！
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生涯学習課生涯学習係（内線 2266）

みなさん、気軽に
ご利用ください！

公民館 ・ 社会体育施設を

　　　　　　　利用されるみなさんへ  　１０月から

　　使用区分と使用料が変わります  

　１０月から

　　使用区分と使用料が変わります  

　町の公民館は、スポーツ・レクリエーション活動や文化活動など、地域のための生涯学習の場として幅広く利
用していただいています。また、社会体育施設は、町民の体力向上・健康維持を図る場として世代に関わらず利
用いただいていますが、現在は従来からの競技スポーツに加え、個人でたのしめるヨガ・エアロビクスなどの軽
スポーツの利用者が増えつつあります。
　限られた施設をより効率的に利用していただくため、もっと多くの人に利用していただくために、10月から
使用区分と使用料を改正します。新旧使用料などの比較は、町ホームページをご覧ください。
※�町および町の機関が主催・共催して使用する場合、町内の自治会、小学校単位以上をもって組織された公共的
団体が公益的に使用する場合、また、町が認めた施設利用登録団体が使用する場合などは、使用料の免除や減
額が従来どおり受けられます。

◆町民運動場使用料◆

区分

使用料
午前 6時〜
　午後 0時

午後 0時〜
　午後 7時

午前 6時〜
　午後 7時

顔戸グランド 500円 500 円 1,000 円

伏見グランド 500円 500 円 1,000 円

綱木グランド 300円 300 円 600 円

白山多目的グランド 500円 500 円 1,000 円

区分 時間区分 使用料
南山公園野球場 2時間 30分 　2,000 円

区分 時間区分 使用料
南山公園テニスコート 1コートにつき 2時間 800 円

区分

使用料
午前 9時〜
　午後 0時

午後 0時〜
　午後 5時

午後 5時〜
　午後 10時

午前 9時〜
　午後 10時

和室 200円 200 円 200 円 600 円

談話室 200円 200 円 200 円 600 円

【綱木グランド管理棟】

【グランド】

【野球場】

【テニスコート】
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　生涯学習課生涯学習係（内線 2266）

◆御嵩町立公民館の使用料◆　

室　　名 使用料（1時間）
料理教室 300円
研修室Ａ 200円
研修室Ｂ 200円
研修室Ｃ 150円
研修室Ｄ 200円
視聴覚図書室 200円
大ホール 500円

【上之郷公民館】

室　　名 使用料（1時間）
料理教室 300円
研修室Ａ 200円
研修室Ｂ 200円
研修室Ｃ－ 1 200 円
研修室Ｃ－ 2 200 円
研修室Ｃ－ 3 200 円
視聴覚室 200円
図書室 200円
大ホール 500円

【御嵩公民館】

室　　名 使用料（1時間）
料理教室 300円
研修室Ａの 1 200 円
研修室Ａの 2 200 円
研修室Ａの 3 200 円
研修室Ｂの 1 200 円
研修室Ｂの 2 200 円
研修室Ｃの 1 200 円
研修室Ｃの 2 200 円
図書室 一般開放なし
大ホール 500円

【中公民館】

室　　名 使用料（1時間）
料理教室 300円
研修室Ａ 200円
研修室Ｂ 150円
研修室Ｃ 200円
研修室Ｄ 200円
図書室 200円
大ホール 500円

【伏見公民館】

※�使用時間に 1時間未満の端数が生じたとき
は、その端数は 1時間として計算します。

◆小・中学校の体育館開放使用料◆

施設名 使用区分 使用料（1時間）

上之郷小学校
全面使用 600円

2分の 1使用 300円

御嵩小学校

全面使用 600円
4分の 3使用 450円
2分の 1使用 300円
4分の 1使用 150円

伏見小学校

全面使用 600円
3分の 2使用 400円
2分の 1使用 300円
3分の 1使用 200円

◆小・中学校のグランド開放使用料◆

区分 時間区分 使用料

屋外運動場
4時間以内 500円

1日 1,000 円

●開放時間：午前 6時〜午後 6時

◆Ｂ＆Ｇ海洋センターの団体使用料◆

施設名 使用区分 使用料（1時間）

第 1体育館

全面使用 600円

3分の 2使用 400円

2分の 1使用 300円

3分の 1使用 200円

第 2体育館 200円

ミーティングルーム 100円

■ 問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：伊佐治（内線 2266）

上之郷中学校�

全面使用 600円
3分の 2使用 400円
2分の 1使用 300円
3分の 1使用 200円

向陽中学校

全面使用 600円
3分の 2使用 400円
2分の 1使用 300円
3分の 1使用 200円

共和中学校

全面使用 600円
3分の 2使用 400円
2分の 1使用 300円
3分の 1使用 200円

●開放時間：午前 9時〜午後 9時 30分
※�使用時間に 1時間未満の端数が生じたときは、その端数
は 1時間として計算します。
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　都市整備課管理係（内線 2168）

広告物の申請を忘れていませんか？広告物の申請を忘れていませんか？

店舗 ・ 事業者のみなさんへ

　いろいろな手続きがあるなかで、ついつい忘れてしまいがちなものに屋外広告物の申請があります。先日、
中津川市では、申請がされていなかった看板が倒れ、死亡事故がおきています。管理が適切におこなわれ
ないと強風や地震などによって、通行人などに危害を及ぼす恐れがあります。
　屋外広告物には、良好な景観形成や公衆に対する危害を防止するための大切なルールがあります。ルー
ルを守って、地域の美しいまちづくりにご協力ください。

　

屋
外
広
告
物
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
営
利
的
な
内
容
か

ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。
自
分
の
土
地
な

ど
に
表
示
す
る
「
○
○
店
」「
○
○
会
社
」

な
ど
も
屋
外
広
告
物
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
４
つ
の
項
目
の
す
べ
て
を
満
た
し

て
い
る
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

①�

常
時
ま
た
は
継
続
し
て
表
示
さ
れ
る
も

の
②
屋
外
で
表
示
さ
れ
る
も
の

③
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の

④�

看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

屋
外
広
告
物
と
は
？

条
例
に
よ
っ
て
規
制

　
　

さ
れ
て
い
ま
す

　

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
、「
屋
外
広
告

物
法
」
に
基
づ
き
、「
岐
阜
県
屋
外
広
告
物

条
例
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
屋
外
広
告
物
の
決
ま

り
や
設
置
の
方
法
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
御
嵩
町
で
は
、
こ
の
県
の
条
例
に

よ
り
規
制
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
も
の
の
設
置
に
は
、
許
可
が
必
要

で
す
。

①�

店
名
、
営
業
内
容
を
自
己
の
事
業
所
、

営
業
所
な
ど
に
表
示
す
る
「
自
家
広
告

物
」

②�

自
己
の
住
所
、
営
業
所
を
知
ら
せ
る
た

め
、
そ
の
付
近
に
掲け

い
し
ゅ
つ出

す
る
「
案
内
用

広
告
物
、
道
標
な
ど
」

③
そ
の
他
の
広
告
物

　

こ
れ
ら
3
つ
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
種
類

に
よ
り
、
表
示
面
積
・
高
さ
・
個
数
が
細

か
く
制
限
さ
れ
、
許
可
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
（
面
積
に
よ
っ
て
、
許
可
の
必
要

の
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

【
店
舗
、
事
務
所
な
ど
の
看
板
】

　

大
小
種
類
は
関
係
な
く
、
野
立
広
告
、

壁
面
広
告
、
置
看
板
、
の
ぼ
り
、
広
告
幕

な
ど
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

1
事
業
所
あ
た
り
、
表
示
す
る
合
計
面

積
が
10
㎡
未
満
で
あ
れ
ば
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
知
ら
ず
に
申
請
し
て
い
な
い
ケ
ー

ス
と
し
て
多
い
の
が
、
店
舗
な
ど
の
名
前
、

商
売
の
内
容
な
ど
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。

設
置
に
は
許
可
が

　
　
　
　

必
要
で
す

広
告
塔
、
広
告
板
、
建
物
そ
の
他
の
工

作
物
な
ど
に
表
示
さ
れ
た
も
の

9 月 10 日は屋外広告の日です

《さまざまな種類の「屋外広告物」》

屋
おくじょう

上広告 野
のだて

立広告

突
とっしゅつ

出広告 壁
へきめん

面広告

立看板 はり紙
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告
物
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
未
申
請
の
対

象
者
に
対
し
て
は
、
随
時
、
郵
送
ま
た
は

直
接
訪
問
に
て
申
請
の
案
内
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
多
数
の
申
請
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
（
表
1
参
照
）。

　

今
後
も
継
続
し
て
広
告
物
の
調
査
、
申

請
の
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

都市整備課管理係（内線 2168）

■
問
い
合
わ
せ
：
都
市
整
備
課
管
理
係

　

担
当
：
纐
纈
（
内
線�

２
１
６
８
）

表 1　申請許可広告物の表示状況

広告物の種類 平成 18年度 平成 19年度
平成 20年度

（7月 31日現在）
野立広告物 113件 135 件 173 件
壁面広告物 15件 28件 35件
電柱広告物 213件 213 件 229 件
屋上広告物 2件 2件 5件
突出広告物 1件 2件 2件
その他（のぼり、
広告幕、はり紙
など）

6件
（108枚）

14件
（455枚）

7件
（304枚）

合　計 350件 394 件 451 件

　

無
許
可
で
屋
外
広
告
物
を
掲
出
し
て
い

る
場
合
、
虚き

ょ
ぎ偽

の
申
請
を
し
た
場
合
な
ど
、

県
の
条
例
に
よ
り
、
違
反
者
に
50
万
円
以

下
の
罰
金
が
科か

せ
ら
れ
ま
す
。

　
「
自
分
が
出
し
て
い
る
広
告
物
は
、
表
示

が
で
き
る
場
所
な
の
か
？
」「
自
分
が
所
有

し
て
い
る
土
地
を
貸
し
て
広
告
物
が
建
っ

て
い
る
が
、申
請
は
さ
れ
て
い
る
か
？
」「
許

可
申
請
は
必
要
が
な
い
か
？
」
な
ど
、
ル
ー

ル
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

違
反
広
告
物
に
は

　

罰
則
が
あ
り
ま
す

　

広
報
な
ど
で
周
知
の
こ
と
と
は
思
い
ま

す
が
、
昨
年
か
ら
町
内
全
域
の
未
申
請
広

広
告
物
の
調
査
を

　
　

お
こ
な
い
ま
す

　許可の出ている屋外広告
物には、このシールまたは
マークがあります。

　

中
山
道
み
た
け
館
で
は
、
文
字
を

読
む
こ
と
が
不
自
由
な
人
の
た
め

に
、
ご
希
望
の
本
を
対
面
で
直
接
お

読
み
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利

用
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
対
象
者
◆

○�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
視

力
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
の

た
め
一
般
の
図
書
の
利
用
が
困
難

な
人

○�

手
足
が
不
自
由
で
、
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
学
習

障
が
い
の
あ
る
人

◆
申
込
方
法
◆

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
次
の
事
項

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

○
電
話
番
号

○
希
望
さ
れ
る
図
書�

○
希
望
さ
れ
る
日
時

◆
場
所
お
よ
び
日
時
◆

● 

場
所
：
対
面
読
書
室
（
中
山
道
み

た
け
館
内
）

●
日
時
：
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

※�

た
だ
し
、
1
人
1
日
に
つ
き
2
時
間

以
内
と
し
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
図
書
◆

　

対
面
朗
読
す
る
資
料
は
、
図
書
館
が
所

有
し
て
い
る
図
書
の
ほ
か
、
お
手
持
ち
の

資
料
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
も
お
こ
な

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
あ
げ
る
も
の
は
対
面
朗

読
を
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

○
外
国
語
で
記
述
し
て
あ
る
図
書　
　
　

○
特
に
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
図
書

○
図
表
な
ど
の
多
い
図
書　
　
　
　
　
　

○�

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
係
す
る
資

料
（
私
信
な
ど
）

◆
朗
読
者
◆

　

朗
読
者
は
、
図
書
館
職
員
の
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
お
こ
な
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
中
山
道
み
た
け
館　

　

担
当
：
山
田　

電
話�

６
７・
７
５
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ�

６
８・
０
０
０
８

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
は
じ
め
ま
す

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
は
じ
め
ま
す

文
字
を
読
む
こ
と
が
不
自
由
な
人
へ

ぜひご利用
ください！
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社会福祉課社会福祉策係（内線 2114）

福祉医療費受給者証を持っているみなさんへ

受給者証

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
、
平
成
20
年
9
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
交
付
窓
口
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
9
月
24
日
（
水
）
～
30
日
（
火
）

に
ご
自
分
の
該
当
地
区
で
更
新
手
続
き
を

お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
対
象
者
全
員
に
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆ 

指
定
さ
れ
た
日
時
に
手
続
き
が
で
き

な
い
人
は･･･

　

指
定
日
以
外
の
日
に
、
役
場
社
会
福
祉

課
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
日
曜
日
や
夜

間
も
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
曜
窓
口
】

○
日
程
：
9
月
28
日
（
日
）

○
時
間:

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

○
場
所
：
役
場
社
会
福
祉
課
窓
口

【
夜
間
窓
口
】

○
日
程
：
9
月
29
日
（
月
）・
30
日
（
火
）

○
時
間:

午
後
5
時
〜
午
後
8
時

○
場
所
：
役
場
社
会
福
祉
課
窓
口

●
持
ち
物
：

◇
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
）

◇�

保
険
証
（
受
給
資
格
者
の
名
前
が
入
っ

た
も
の
。
母
子
家
庭
等
、
父
子
家
庭
に

つ
い
て
は
対
象
と
な
る
親
、
子
そ
れ
ぞ

れ
の
も
の
）

◇
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証

◇�

平
成
20
年
度
課
税
証
明
書
（
平
成
20
年

1
月
1
日
現
在
、
御
嵩
町
に
住
所
が
な

い
人
の
み
）

◇�
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
重
度
心
身
障

害
の
人
の
み
）

福
祉
医
療
と
は･･･

　

重
度
心
身
障
害
者
、
乳
幼
児
、
母
子

家
庭
等
、
父
子
家
庭
の
保
健
の
向
上
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
医
療
費
助
成
事
業
で

す
。
こ
の
事
業
は
、
市
町
村
が
医
療
費

（
法
定
自
己
負
担
額
な
ど
）
を
助
成
し

た
場
合
に
、
県
か
ら
一
部
補
助
金
を
受

け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
単
独
事
業
と
し
て
、
義
務

教
育
就
学
児
（
小
１
〜
中
３
）
の
医
療

費
の
助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉

係　

担
当
：
丹
羽
（
内
線�

２
１
１
４
）

ご
注
意
を
�

　

身
体
障
害
者
手
帳
4
級
所
持
者
の
う

ち
、
前
年
の
所
得
が
町
民
税
均
等
割
算

定
基
準
以
上
の
人
は
福
祉
医
療
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
4
級
所
持

者
の
な
か
で
戦
傷
病
者
手
帳
（
特
別
項

症
〜
第
4
項
症
）
を
所
持
し
て
い
る
人

は
、
町
民
税
均
等
割
算
定
基
準
以
上
で

も
福
祉
医
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
外
と
な
っ
た
場
合
は
障
害
者
手

帳
の
等
級
が
上
が
る
な
ど
、
特
別
の
事

情
の
な
い
限
り
、
福
祉
医
療
を
今
後
1

年
（
平
成
21
年
9
月
30
日
ま
で
）
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

伏
見 中 御

嵩
上
之
郷

地
区

�

9
月
26
日
（
金
）

�

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

�

伏
見
公
民
館

�

9
月
25
日
（
木
）

�

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

�

中
公
民
館

�

9
月
29
日
（
月
）

�

午
前
9
時
〜
午
後
8
時

�

役
場
社
会
福
祉
課
窓
口

�

9
月
24
日
（
水
）

�

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

�

上
之
郷
公
民
館

日
程
お
よ
び
場
所

● 

対
象
者
：
重
度
心
身
障
害
者
、
母
子
家

庭
等
、
父
子
家
庭
の
福
祉
医
療
費
受
給

者
（
乳
幼
児
・
義
務
教
育
就
学
児
医
療

費
受
給
者
を
除
く
）

●
日
程
お
よ
び
場
所
：

必
ず
手
続
き
を

　

し
て
く
だ
さ
い

9 月 30 日までに

　　　　更新手続きをしてください！

9 月 30 日までに

　　　　更新手続きをしてください！
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寄附金収受の流れ
■ 

問
い
合
わ
せ
：
税
務
収
納
課
町
民
税
係

　

担
当
：
後
藤･

林
（
内
線
２
１
５
５
）

　税務収納課町民税係（内線 2155）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
ス
タ
ー
ト
！

●
制
度
が
作
ら
れ
た
背
景

　

都
市
部
と
地
方
と
の
税
収
の
違
い
に
よ

る
財
政
格
差
を
是ぜ

せ
い正

す
る
方
策
と
し
て
、

地
方
税
法
の
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
、
寄
附

金
控
除
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
寄
附
金
控
除
制
度
は
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
控

除
方
式
や
下
限
額
な
ど
、
大
き
く
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　

出
身
地
や
応
援
し
た
い
市
区
町
村
、
都

道
府
県
へ
寄
附
を
す
れ
ば
、
5
千
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
、
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
の
個
人
住
民
税
と
所
得
税
が
減
額
さ

れ
る
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
、
結
果
と
し

て
、
住
民
税
な
ど
の
一
部
を
ふ
る
さ
と
に

納
め
る
の
と
同
じ
効
果
に
な
る
こ
と
か
ら
、

一
般
的
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

●
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
に
は
？

　

確
定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
寄
附
先
の
都
道
府
県
や
市
区

町
村
が
発
行
す
る
領
収
書
は
、
確
定
申
告

の
時
期
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

応
援
寄
附
金
を
募
集
し
ま
す
！

● 

「
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金
」

と
は
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
ス
タ
ー
ト
を
契

機
と
し
て
、
御
嵩
町
を
応
援
し
た
い
人
に

対
し
て
、
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金

を
募
集
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
寄
附
者
の
意
向
を
反

映
し
た
事
業
に
充あ

て
ら
れ
る
よ
う
、
寄
附

金
の
使
い
道
を
原
則
と
し
て
、
次
の
事
業

の
う
ち
で
指
定
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
地
球
温
暖
化
防
止
・
環
境
保
全
事
業

②
高
齢
者
な
ど
の
福
祉
向
上
事
業

③
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
健
全
育
成
事
業

④
指
定
な
し
（
町
長
が
指
定
し
ま
す
）

※�

具
体
的
な
実
施
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
り
合
い
に
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す

　

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
財
源
は
、
町
の
施

策
に
有
効
に
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
お
知
り
合
い
や
お
友
だ

ち
、
ご
親
戚
な
ど
で
、
御
嵩
町
が
ふ
る
さ

と
の
人
や
御
嵩
町
を
支
援
し
た
い
人
が
み

え
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
し
く
み
と
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄

附
金
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
応
援
寄
附
金
の
申
し
込
み
方
法

　

詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
が
、
申
込
書
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
な
ど
で
、
使
い
道
を
希
望
さ
れ
る

事
業
名
、
寄
附
予
定
金
額
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
な
ど
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ

ば
、
振
り
込
み
の
案
内
や
振
込
用
紙
な
ど

を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
使
途
の
公
表
な
ど

　

寄
附
金
の
申
し
込
み
状
況
や
そ
の
使
い

道
な
ど
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
す
。

　都道府県や市区町村に対して寄附をおこなった場合に、5千円を超える
部分について、通常の所得税や住民税の控除のほか、住民税所得割額の
10%を上限として、住民税の特例控除がおこなわれます。
所得税
（国税）

寄附金額から 5千円を差し引いた額が所得から所得控除されま
す。※控除対象となる寄附金は、総所得金額の 40％が限度

住民税
（地方税）

次のアとイの合計額が、住民税所得割額から税額控除されます。
　ア．（寄附金額ー 5千円）× 10％
　イ．（寄附金額ー 5千円）×（90％－ 0〜 40％）
※イは所得割額の 10％が限度
※「0〜 40％」は所得税限界税率
※控除対象となる寄附金は、総所得金額の 30％が限度

寄附金控除の概要

寄附金収受の流れ

寄附申し込み
書面･メール・ＦＡＸ･電話

リーフレット・振込用紙郵送

寄附金振り込み
ゆうちょ銀行（郵便局）など

寄附者

税務署

御嵩町

広報など

確定申告 使途公表

※�詳しくは、町ホームページ
をご覧ください。http://
www.town.mitake.gifu.jp/

領収書発行
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税務収納課資産税係（内線 2153）

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
！

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
さ
れ
た
人
へ･･･

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
！

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
る
家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量

の
削
減
を
図
る
た
め
、
既
存
住
宅
に
一
定
要

件
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
し
た
場
合
、
翌
年

度
分
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
住
宅

○�

平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所
在
す
る

住
宅
（
貸
家
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と

○�

平
成
20
年
4
月
1
日
〜
平
成
22
年
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
1
戸
当
た
り
30
万
円
以

上
の
改
修
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の

◆
工
事
要
件

　

次
の
①
〜
④
ま
で
の
工
事
（
外
気
な
ど
と

接
す
る
も
の
の
工
事
に
限
る
）
の
う
ち
、
①

を
含
む
工
事
を
お
こ
な
う
こ
と
（
現
行
の
省

エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と
が
必

要
）
が
必
要
で
す
。

　

①
窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）

　

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

◆
減
額
さ
れ
る
額

　

工
事
を
完
了
し
た
翌
年
度
に
、
そ
の

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
3
分
の

1
を
減
額
し
ま
す
。

※�
た
だ
し
、
1
戸
あ
た
り
１
２
０
㎡
ま

で
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆
減
額
の
手
続
き

　

減
額
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

改
修
後
3
か
月
以
内
に
税
務
収
納
課
へ

申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
提
出
書
類

○�

省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
申
告
書

○
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写
し

○�

現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
工

事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

○
改
修
工
事
の
領
収
書

■ 

問
い
合
わ
せ
：
税
務
収
納
課
資
産
税

係　

担
当
：
土
谷
（
内
線�

２
１
５
３
）

氏　

名

担　

当　

地　

区　

上之郷地区

鈴す
ず
き木
厚あ

つ
み美
井
尻
・
平
・
川
南
・
北
切
・
谷

小こ
ば
や
し林　

正
た
だ
し

宿
・
前
沢
・
津
橋
・
美
佐
野
・
次
月

奥お
く
や谷
勝か

つ
じ治
謡
坂
・
大
久
後
・
小
原
・
西
洞
・
綱
木
・
小
和
沢

◎
丹に

わ羽
宏ひ

ろ
お生

上
之
郷
地
区
の
総
括

御嵩地区

小お
ぐ
り栗

啓け
い
い
ち一
上
町
（
一
部
）・
若
松
町
・
昭
和
町
・
元
町
・
若
宮
町
・

愛
宕
町
・
中
本
町

山や
ま
も
と本

春は
る
お雄

送
木
・
城
町
・
長
岡
・
栢
森
・
上
町
（
一
部
）

○
安あ

ん
ど
う藤
繁し

げ
ひ
こ彦
御
嵩
地
区
の
総
括

中地区

安あ
ん
ど
う藤
正ま

さ
た
か孝
西
之
門
・
南
町
・
十
日
市
場
・
西
屋
敷
・
北
屋
敷

平ひ
ら
い井　

隆
た
か
し

大
庭
・
長
瀬
・
新
木
野

伊い

さ

じ

佐
治
惠け

い
い
ち一
顔
戸
・
古
屋
敷

安あ
ん
ど
う藤

博ひ
ろ
み
ち通

中
地
区
の
総
括

伏見地区

伏ふ
せ
や屋
光み

つ
ゆ
き幸
比
衣
・
山
田
・
高
倉
・
中
町
・
東
町

日ひ

び

の

比
野
昇

の
ぼ
る

上
恵
土
・
西
本
町
・
西
町
・
旭
町
・
野
崎

梅う
め
だ田

主ち
か
ら税

伏
見
地
区
の
総
括

鍵か
ぎ
や谷
幸ゆ

き
お男
め
ぐ
み
の
農
業
協
同
組
合
か
ら
の
推
薦

産業振興課農政係（内線 2233）

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
！

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
！

　

農
業
委
員
会
と
は
、
農
地
な
ど
の
利
用
関
係
の
調
整
、
自
作
農
の
創
設
維
持
、

そ
の
他
農
業
全
般
に
わ
た
る
問
題
を
農
業
者
の
創
意
と
自
主
的
努
力
に
よ
っ
て
解

決
し
て
い
く
機
関
で
、①
町
議
会
の
推
薦
に
よ
る
委
員
（
4
名
）
②
農
業
団
体
（
農

協
な
ど
）
の
推
薦
に
よ
る
委
員
（
1
名
）
③�

公
職
選
挙
法
の
規
定
を
準
用
し
て
直

接
農
業
者
か
ら
選
挙
さ
れ
る
委
員
（
10
名
）
の
計
15
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
20
年
7
月
20
日
〜
平
成
23
年
7
月
19
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。◎会長　○職務代理者　

■
問
い
合
わ
せ
：
産
業
振
興
課
農
政
係　

担
当
：
渡
辺
（
内
線
２
２
３
３
）
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　総合政策課総合政策係（内線 2224）

シリーズ

名
鉄
広
見
線
を
守
ろ
う
！

　

7
月
31
日
（
木
）
に
、
第
2
回
名
鉄

広
見
線
（
新
可
児
駅
〜
御
嵩
駅
）
対
策

協
議
会
を
役
場
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
可
児
市
・
八
百
津

町
・
御
嵩
町
が
協
力
し
て
広
見
線
存
続

に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
く
会

議
で
、
当
日
は
約
50
名
の
住
民
の
み
な

さ
ん
が
傍

ぼ
う
ち
ょ
う聴

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
議
会
で
は
、
利
用
促
進
策

や
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
の
ほ

か
、
名
鉄
側
か
ら
路
線
の
状
況
説
明
を

受
け
、
新
可
児
駅
〜
御
嵩
駅
間
の
約

７
・
４
キ
ロ
区
間
で
は
、
平
成
18
年
度
の

年
間
経
常
損
益
額
が
約
2
億
5
千
万
円

に
も
の
ぼ
る
こ
と
、
ま
た
、
営
業
係
数

が
３
５
６
・
３
、
つ
ま
り
１
０
０
円
の
利

益
を
得
る
た
め
に
約
３
５
６
円
が
必
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
厳
し
い
経
営
状
況

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
6
月
29
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

う
、
朝
10
時
以
降
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
の

実
施
や
駅
の
無
人
化
に
よ
る
経
費
削
減

は
、
８
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
と
い
う

話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
路
線
の
問
題
や
課
題

を
整
理
し
、
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加

え
、
7
月
に
実
施
し
た
「
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
」「
沿
線
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

内
容
を
分
析
し
、
鉄
道
の
効
果
や
利
用

の
予
測
な
ど
を
立
て
て
、
基
本
的
な
考

え
方
を
も
と
に
、
方
向
性
を
決
め
て
い

く
予
定
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
合
政
策
課
総
合
政
策

係　

担
当
：
栗
谷
本
（
内
線�

２
２
２
４
）

▲   第2回名鉄広見線対策協議会の
様子

～
第
２
回
名
鉄
広
見
線
（
新
可
児
駅
～
御
嵩
駅
）

　
　
　
　
　
　

対
策
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た 

～

は
じ
め
ま
し
て
、
エ
リ
ッ
ク
で
す

は
じ
め
ま
し
て
、
エ
リ
ッ
ク
で
す

　教育課学校教育係（内線 2263）

　

御
嵩
町
の
小
・
中
学
校
で
、
児
童

生
徒
た
ち
に
英
語
を
教
え
る
英
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
エ
リ
ッ
ク
・

テ
シ
ア
先
生
が
、
こ
の
2
学
期
か
ら

教
壇
に
立
ち
ま
す
。

　

エ
リ
ッ
ク
先
生
か
ら
届
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
ま

す
。

☆英語でのメッセージもご紹介します。
Greetings�Mitake,
　My�name�is�Eric�S.�Tessier,�and�I�will�soon�be�Mitake’
s�newest�Assistant�Language�Teacher.� I� look�forward�to�
joining�your�community�very�much�and�am�very�excited�for�
this� great� opportunity.� � � I� enjoy� studying� things� dealing�
with� Japanese� culture� and� language� very�much.� � I� also�
enjoy�outdoor�activities,�exercise,�reading,�and�trying�new�
foods.�I�will�do�my�best�as�a�new�ALT�and�I�can�not�wait�
to�explore�the�town�of�Mitake!

　はじめまして、エリック・Ｓ
スティーブン

・テシアと申します。
　今度、御嵩町の新しいＡＬＴになりました。御嵩で生活
するのがとても楽しみで、この機会をとてもうれしく思い
ます。私は日本の文化と日本語を勉強することが好きです。
また、アウトドア、運動、読書、食べたことがない料理を
食べることが大好きです。
　ＡＬＴとして頑張ります。御嵩の町を散策することが待
ち遠しいです。よろしくお願いします。

15 ほっと みたけ　2008. 9



　教育課学校教育係（内線 2310）・生涯学習課生涯学習係（内線 2267）

生
涯
学
習
編　
　

～
生
涯
学
習
係
～

■ 

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　

担
当
：
加
藤　
（
内
線�

２
２
６
７
）

　

一
昨
年
前
か
ら
、「
向
陽
中
を
可
茂
地
区

1
番
の
学
校
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
高
め
る
」
を
合
言
葉
に
、

形
や
外
面
か
ら
の
姿
だ
け
で
な
く
、
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
内
面
（
心
）
か
ら

の
成
長
を
め
ざ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
全
校
集
会
に
は
無
言
で
移
動
し
、

集
団
と
し
て
の
美
し
さ
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
で
の
授
業
や
無
言

清
掃
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
自
分
で
判

断
し
て
、
行
動
す
る
場
面
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
毎
月
の
全
校
集
会
で
は
、
生
徒
会

か
ら
「
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
」
を
持
っ
た
、

さ
わ
や
か
向
陽
中
生
を
め
ざ
そ
う
と
い
う

提
案
が
あ
り
ま
す
。
服
装
や
毎
日
の
生
活

に
共
通
の
価
値
を
見
い
出
し
、
み
ん
な
で

達
成
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

6
月
の
集
会
で
は
、
2
分
前
着
席
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

7
月
27
日
（
日
）
の
資
源
回
収
後
に
Ｋ

Ｃ
Ｖ
（
向
陽
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ　

③

生
涯
学
習
編　
　

～
生
涯
学
習
係
～

を
実
施
し
ま
し
た
。
猛
暑
の
な
か
、
37
名

の
生
徒
と
保
護
者
の
自
主
的
な
参
加
が
あ

り
、
校
舎
内
の
清
掃
や
体
育
館
前
の
階
段

や
通
学
路
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

　

自
分
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
ま

わ
り
の
様
子
や
地
域
や
社
会
を
見
つ
め
、

自
ら
判
断
し
て
行
動
す
る
。
こ
う
し
た
活

動
を
通
し
て
喜
び
と
感
動
を
体
感
し
、
さ

ら
に
成
長
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
４
地
区
公
民
館
で
は
、「
地
域
の

子
ど
も
を
地
域
で
支
援
し
よ
う
」
と
い
う

ね
ら
い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
親
子
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
町
が

進
め
て
い
る
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
、

親
子
で
考
え
る
た
め
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
温
暖
化
の
実
態
、
温
暖
化
防
止
の

た
め
に
各
家
庭
で
実
践
で
き
る
こ
と
な
ど

の
講
話
を
聞
き
、
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
し

て
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
組
み
立
て
た
後
、
実
際
に
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
を
走
ら
せ
て
み
る
と
、
み
な
さ
ん
、

自
ら
考
え
、
行
動
し
、
喜
び
と
感
動
を
！

学
校
教
育
編　
　

～
向
陽
中
学
校
～

学
校
教
育
編　
　

～
向
陽
中
学
校
～

親
子
で
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
づ
く
り

教
育
の
窓
か
ら

■ 

問
い
合
わ
せ
：
教
育
課
学
校
教
育
係　

担
当
：
鍵
山
（
内
線
２
３
１
０
）

▲��6 月の全校集会の様子

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
力
に
驚
き
、
大
喜
び

で
し
た
。
参
加
し
た
親
子
約
２
２
０
人
は

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

4
地
区
公
民
館
の
子
ど
も
教
室
は
、
公

民
館
開
放
、
田
ん
ぼ
の
学
校
、
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
、
工
作
な
ど
、
親
子
で
楽
し
み
、

ふ
れ
あ
う
内
容
を
工
夫
し
て
実
践
し
て
い

ま
す
。
成
人
だ
け
の
公
民
館
か
ら
、
子
ど

も
に
も
目
を
向
け
た
公
民
館
の
運
営
が
新

た
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

▲��みんな上手にソーラーカーを
つくれるかな･･･

▲��だれのが 1番早いか、みんな
で競争だ〜！

16



中山道みたけ館（電話 67-7500）

《 

歌
川
（
安
藤
）
広
重
の

　
　
　
　
　

描
い
た
御
嵩
》

■ 

問
い
合
わ
せ
：
中
山
道
み
た
け
館　

　

担
当
：
大
脇　

電
話�

６
７
・
７
５
０
０

御
嵩
町
の
文
化
財

　

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
浮う

き

よ

え

し

世
絵
師
、

歌う
た
が
わ川

（
安あ

ん
ど
う藤

）
広ひ

ろ
し
げ重

と
い
え
ば
、「
東と

う
か
い
ど
う

海
道

五ご
じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ

拾
三
次
」
シ
リ
ー
ズ
を
思
い
浮
か
べ
る

人
が
多
い
で
す
が
、
中
山
道
を
題
材
と
し

た
「
木き

そ
か
い
ど
う
ろ
く
じ
ゅ
う
き
ゅ
う
つ
ぎ

曽
海
道
六
拾
九
次
」
シ
リ
ー
ズ
を

　

上
の
「
御
嶽
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

建
物
の
障し

ょ
う
じ子

に
「
き
ち
ん
宿
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。「
き
ち
ん
宿
」

と
は
何
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？

　
「
き
ち
ん
（
木
賃
）
宿
」
と
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
、「
木
賃
」
つ
ま

り
燃
料
代
を
宿
代
と
し
て
支
払
っ
て

宿
泊
す
る
施
設
で
す
。
宿
泊
客
は
大

部
屋
で
自
炊
が
原
則
で
、
寝
具
も
自

己
負
担
の
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
絵
で
も
、
大
部
屋
で
自
炊
し
て

い
る
宿
泊
客
た
ち
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
は
、
宿
泊
客
が
各

自
持
ち
込
ん
だ
食
材
で
自
炊
し
ま

す
が
、
木
賃
宿
の
屋
根
裏
や
2
階
に

老ろ
う
ば婆

が
住
ん
で
い
て
、
宿
泊
代
と
は

　

続
い
て
下
の
「
伏
見
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

手
前
の
街
道
に
は
薬
箱
を
背

負
っ
た
人
や
、
傘
を
か
つ
ぐ
2
人
、

そ
し
て
右
側
の
3
人
は
、
瞽ご

じ
ょ女
と

よ
ば
れ
る
盲も

う
も
く目

の
旅
芸
人
と
そ
の

手
を
引
く
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
後
ろ
の
大
き
な
杉
の
木

の
傍

か
た
わ

ら
で
は
、
弁
当
を
広
げ
て
い

る
人
、
さ
ら
に
は
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
昼
寝
を
し
て
い
る
人
ま
で

･･･

。
旅
情
豊
か
な
場
面
や
、
街

道
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
絵
の
よ
う
に
、「
浮
世
絵
」

は
江
戸
時
代
の
多
様
な
生
活
を
知
る
う
え

で
の
大
変
貴
重
な
資
料
で
、
文
字
だ
け
で

は
伝
わ
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
浮
世
絵
を
目
に
す
る
と

き
に
は
、
よ
く
目
を
凝こ

ら
し
て
眺
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
描
か
れ
た
当
時

の
様
子
や
雰
囲
気
を
十
二
分
に
堪た

ん
の
う能
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「木曽海道六拾九次之内 伏見」（御嵩町教育委員会蔵）

渓け
い
さ
い斎
英え

い
せ
ん泉
と
描
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

広
重
は
、「
木
曽
海
道
六
拾
九
次
」
シ
リ
ー

ズ
全
71
枚
の
う
ち
、
御
嵩
町
内
の
御
嶽
・

伏
見
を
含
む
47
枚
を
描
き
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
広
重
を
指さ

す
場
合
、「
安
藤
広
重
」

と
い
う
場
合
と
、「
歌
川
広
重
」
と
い
う
場

合
の
両
者
が
あ
り
ま
す
。
広
重
は
江
戸
の

町
火
消
し
の
安
藤
家
で
生
ま
れ
、
そ
の
後

に
歌
川
一
門
へ
入
門
し
、
浮
世
絵
師
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
歌
川
広

重
」
と
も
「
安
藤
広
重
」
と
も
紹
介
さ
れ

ま
す
。

「木曽海道六拾九次之内 御嶽」（御嵩町教育委員会蔵）

別
に
老
婆
に
料
金
を
払
っ
て
料
理
を

し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
た
よ
う
で

す
。
絵
の
な
か
で
、
川
の
水
で
米
を

磨と

ぐ
女
性
は
木
賃
宿
に
住
ん
で
い
る

老
婆
を
描
い
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
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住民協働課まちづくり推進係（内線 2102）

自分らしさを
実現できる町

御嵩町男女共同参画懇話会

家事や育児・介護は女性の仕事？

　総務省の「社会生活基本調査」によると、夫婦の
1日の生活時間を比べてみると、共働き世帯での夫
の家事や育児・介護などにかかる総平均時間が 30分
なのに対し、妻は 4時間 15 分でした。また、夫が
有業で妻が無業の世帯では、夫は 39 分、妻は 6時
間 21分でした。妻の就業の有無にかかわらず、夫が
家事や育児・介護にかける時間は、妻に比べて著

いちじる

し
く短くなっています。
　男性は共働きか否かで生活実態はほぼ変わらない
ものの、女性は共働きの場合は仕事をしながら家事
も育児も介護も担

にな

い、自由時間が少なくなっている
という結果が出ています。社会情勢も生活環境もず
いぶん変化しているにもかかわらず、男性も女性も
意識は変わっていないのでしょうか。「男性だから仕

事だけをしていればよい」「女性だから仕事も家事も
しなくてはいけない」といった意識を変えていって
ほしいものです。
　少子化問題や高齢化社会を目の前にして、家族で
話し合ってみてはいかがでしょうか。

御嵩町男女共同参画懇話会　伊
い さ じ

佐次純
じゅんこ

子（西田）

■ 問い合わせ：住民協働課まちづくり推進係　担当：
植松（内線�2102）

◆この「公共工事入札結果」は、予定価格が 500万円以上の入札物件について公表しています。
◆上記工事の入札は、電子入札で実施しました。
◆�入札結果などの詳細は、総務管理課契約管財係で閲覧できます。また、ホームページでも公開中です。
■問い合わせ：総務管理課契約管財係　担当：井上（内線�2214）

№ 工事名／内容／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

3

顔戸・比衣地区面整備（工区 -2）工事

56,800,000 53,865,000 ㈱天野建設 8社 上下水道課
開削工：管布設工、1号組立マンホール、A-1
号組立マンホール、塩ビ製マンホール、公共
桝／顔戸・比衣地内
本契約締結日〜平成 21年 3月 19日

公共工事入札結果　（平成 20 年 7 月分）

№ 工事名／内容／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

1

21号バイパス下水道整備（工区 -2）工事

34,600,000 32,340,000
㈱御嵩重機
建設

8社 上下水道課
開削工（施工延長 L=894.8m)�
VU φ 200（L=112.6m）、VU φ 150
（L=762.7m）／御嵩・中�地内
平成 20年 8月 4日〜平成 21年 1月 30日

№ 工事名／内容／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

2

顔戸・比衣地区面整備（工区 -1）工事

62,700,000 58,695,000 ㈱國本起業 8社 上下水道課
推進工：小口径推進、管布設工、1号組立マン
ホール　開削工：管布設工、1号組立マンホール、
A-1号組立マンホール、公共桝／顔戸・比衣地内
本契約締結日〜平成 21年 3月 19日
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　みなさんからの貴重なご意見ありがとうございます。ご意見はすべて目を通させていただいています。
官製ハガキやお手紙、FAX、Ｅメールでも結構です。若い人からのご意見・ご提案も待っています。
　なお、お便りには、住所、氏名などのご記入をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　（町長）

名鉄広見線・バスについて

○もっと駅、バス停の数を増やすことはできませんか。
○御嵩駅の近くに駐車場をつくり、電車を使いやすくしては？
○�御嵩駅前に徒歩２・3分歩いたところに健康施設を増やし、ほかから電車を使って御嵩に来ても
らえる場所を考えてみてはどうでしょうか。
○シャトルバスを増やしては？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30 代・女性）

　　　〜今後の取り組みは、住民のみなさんから意見をいただきながら検討していく予定です〜

　名鉄広見線の駅の数を増やす、駅駐車場を設置する、駅周辺に施設をつくる、バスの路線・便数を
増やすなど利用促進策のご意見をいただきました。他からも同じような意見をたくさんいただいてお
ります。しかし、そのためには高額なお金が必要ですし、どの程度利用ニーズがあるのか、そして効
果が見込めるのか、どこまで投資すべきなのか、現在、判断するための材料がありません。
　そこで、現在おこなっている住民や利用者、高校へのアンケート調査、名鉄電車の利用実態調査な
どから、みなさんの意向や行動を把握し、どの施策が効果的なのか検証し、予測しながらできる施策、
有効な施策は何か検討していく予定です。
　住民のみなさんへの情報提供、名鉄沿線の人への啓発、御嵩町へ来訪していただくための施策など、
今できることはおこなっていますし、今後も取り組んでいきます。乗っていただくのは住民の人をは
じめ、名鉄沿線のみなさんです。必要な施策、効果的なお金の出し方を検討し、住民のみなさんから
意見をいただきながら検討していく予定です。みなさん、名鉄電車のご利用をよろしくお願いします。
「乗って残そう名鉄広見線」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答：総合政策課）

　住民協働課まちづくり推進係（内線 2103）

　10月 1日、全国で「住宅・土地統計調査」がおこなわれます。
　この調査は住宅・土地に関する最も基本的な調査で、国や都道府県・市区町村が住生活基本計画やまち
づくり施策などを立案するための大切な資料となります。対象となった世帯には、9月下旬から知事が任
命した調査員が調査票を持っておうかがいしますので、調査票への記入をお願いします。
　なお、調査内容は統計を作成するためのみに使用するもので、その他の目的には一切使用しません。調
査へのご理解ご協力をお願いします。
■問い合わせ：総合政策課情報推進係　担当：小倉（内線�2230）
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故安藤全治さんに叙
じょいじょくん

位叙勲
　長年にわたり町内の小・中学校などの学校
薬剤師をつとめられた故安

あんどう

藤全
ぜ ん ぢ

治さん（元
町）が、その多大な功績をたたえられ、叙位
（従

じゅうろくい

六位）および叙勲（瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章）を受けら
れました。
　7月 22 日（火）、丹羽教育長から全治さん
の妻・地

くに こ

子さんに勲
くん き

記と勲
くんしょう

章が伝達されまし
た。

7/22
（火）

▼��勲
くん き

記を受け取る妻・地子さん（左）

御嵩小が自転車安全大会で入賞！
　岐阜市の岐阜アリーナで、第31回岐阜県交通少年団自転車安
全大会がおこなわれました。
　この大会は、交通安全の意識、ルールを身につけるためにお
こなわれ、安全走行テスト・技能走行テスト・学科テストによ
り競われます。
　可児地区を代表して団体の部に出場した御嵩小学校の古

ふる い

井
隆
りゅうた

汰くん、西
にしむら

村涼
りょうへい

平くん、濱
はま だ

田健
けんすけ

佑くん、吉
よしづか

塚大
だいすけ

翼くん、松
まつばら

原
朱
あかり

里さん、平
ひらもと

本諒
りょうこ

子さんは、6位（全16チーム）に入賞しました。
また、個人の部でも、西村涼平くんが４位（全64名）に入賞し
ました。
　大会に出場した選手は、「約2か月間練習をおこなってきた成
果が出てよかった」「これからは、学校でみんなに自転車の安全
な乗り方を教えていきたい」と語ってくれました。

▼��個人の部で 4位に入賞した西村くん

▲���団体の部で 6位に入賞したみなさん

※地域の話題を教えてください。
■ 問い合わせ：総合政策課秘書
広報係（内線�2231）

公園の樹木に名札付け
　真名田親水公園（大庭台）で、真名田親
水公園を守る会のみなさんが、御嵩町生物
環境アドバイザーの奥

おく や

谷一
かずまさ

勝さんを講師に
招き、公園内の樹木に間伐材で作った名札
を取り付けました。
　この活動は、公園を利用する人たちに樹
木の名前を知ってもらうためにおこなわれ
ました。この活動以外にも草取り、植樹、
花の苗植えなどの活動を通して、公園を見
守っています。
　これからも、緑いっぱい、花いっぱいの
御嵩町を守っていきたいですね。

7/12
（土）

▼��みなさん、ぜひ公園に来てみてください

7/23
（水）
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　　　　たのしかったよ！　ボディーペインティング

　「みて ! みて ! 体に絵をかいたよ！」いつもは紙
の上にスイスイと絵を描いている子どもたちも、こ
の日ばかりは自分の体がキャンパスとあって、少し

戸
とまど

惑い気味。はじめは絵の具の感触を確かめながら、少しずつ描い
ていた子どもたちも、ほらこのとお
り！全身絵の具だらけになりました。
こんな夏にしかできないダイナミッ
クな遊びをたくさん経験しました。
　その経験をいかして、これからあ
る運動会や遠足などの楽しい行事を
通じ、心身ともに大きく成長してい
く子どもたちが楽しみです。
※�町のホームページでは、子どもたちの
写真をカラーで見ることができます。

▲���大きな声で、「おはようございま
す！」

8/4
（月）

向陽中サッカー部が元気にあいさつ！
　8月 4日（月）〜8日（金）の朝、役場で、向陽中学校サッカー
部員 23名が部活動の一環として「あいさつ運動」をおこないま
した。この活動は、あいさつとマナーを身に付けるため、試合中
に大きな声が出せるようになるためにおこなわれました。前の週
には、正

しょうがんじ

願寺で座
ざぜん

禅もおこなったそうです。
　生徒たちの元気なあいさつに役場職員は、少し照れていたよう
でしたが、生徒たちに元気をもらいました。
　生徒たちは、「前より大きな声であいさつができるようになっ
た」と少し成長した顔で話してくれました。　

7/26
（土） 夏はプールが 1 番！

　Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールで、「水上レクリエーション祭」
がおこなわれました。
　このイベントは、日頃、プールではできないことを体験し
てもらおうと教育委員会が計画。ジャンボ浮き輪乗りをはじ
め、水上綱引き・浮き島渡り・障害物渡りなどの体験に、幼
児から小学生までの約 100 名が参加しました。サポート役の
体育指導委員やプール監視員、ＪＬＣのみなさんも、子ども
たちとともに遊びを楽しみました。
　参加した子どもたちは、大きな歓声と水しぶきをあげなが
ら、水のなかでの遊びに夢中になっていました。

▲��楽しい思い出ができました

中

保 育 園

▲��「とってもたのしかったよ！また
やりたいね！�」
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保健センター（内線 2194）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
井
藤
（
内
線
２
１
９
４)

◆ 

歯
周
病
検
診
の
お
知
ら
せ 

◆

●
検
診
実
施
期
間
：
9
月
〜
11
月

● 

対
象
者
：
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・

60
歳
・
65
歳
・
70
歳
の
人
（
平
成
20

年
4
月
1
日
現
在
）

●
料
金
：
５
０
０
円（
70
歳
の
人
は
無
料
）

　

※�

御
嵩
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
領
収
書

と
認
印
、
通
帳
を
持
っ
て
、
住
民

協
働
課
国
保
年
金
係
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
：
町
内
の
医
療
機
関

　

○
岡
野
歯
科
医
院
○
可
知
歯
科
医
院

　

○
田
原
歯
科
医
院
○
長
瀬
歯
科　

　

○
た
だ
こ
し
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

◆
歯
周
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

歯
周
病
は
、
日
頃
の
習
慣
と
関
係
の
深

い
「
生
活
習
慣
病
」
で
す
。
は
じ
め
は
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
原
因
と

な
る
習
慣
を
あ
ら
た
め
る
機
会
も
な
い
ま

ま
悪
化
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
歯

ぐ
き
の
縁ふ

ち

だ
け
が
炎
症
を
お
こ
し
て
い
る

「
歯し

に
く
え
ん

肉
炎
」
の
状
態
か
ら
、
出
血
や
膿う

み

が
ひ

ど
く
な
る
「
歯し

し
ゅ
う
え
ん

周
炎
」
へ
と
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
歯
周
病
の
進
み
方

　

歯
周
病
を
起
こ
す
原
因
は
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
間
に
た
ま
っ
た
歯し

こ
う垢(

プ
ラ
ー
ク)

の

な
か
に
い
る
歯
周
病
菌
で
す
。
歯
周
病
菌

が
歯
ぐ
き
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
少
し
ず

つ
歯
を
支
え
る
組
織
を
破
壊
し
て
い
き
ま

す
が
、
痛
み
な
ど
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
ひ
ど
く

な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

【
歯
周
病
は
こ
の
よ
う
に
進
み
ま
す
】

◆
歯
周
病
の
予
防
方
法

　

適
切
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
て
、
プ
ラ
ー

ク
を
取
り
除
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か

し
、
プ
ラ
ー
ク
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
唾だ

え
き液

中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
結
び
つ
き
、

歯し
せ
き石

に
な
り
ま
す
。
歯
に
つ
い
て
し
ま
っ

た
歯
石
は
、
歯
磨
き
だ
け
で
は
取
り
除
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
歯
科

医
院
を
受
診
し
、
歯
石
の
除
去
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◆
歯
周
病
菌
が
原
因
で
お
こ
る
病
気

　

歯
周
病
は
、
歯
を
失
う
原
因
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
が
あ
る
と

歯
周
病
菌
や
、
炎
症
に
よ
っ
て
生
じ
る
物

質
な
ど
が
血
液
中
に
侵
入
し
て
全
身
に
運

ば
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
さ
を
し
た
り
す
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

○�

誤ご
え
ん
せ
い
は
い
え
ん

嚥
性
肺
炎･･･

誤
っ
て
唾
液
が
気
管
支

に
流
れ
込
み
、
肺
に
炎
症
を
お
こ
し
ま

す
。
歯
周
炎
が
進
行
し
、
抵
抗
力
が
低

下
し
た
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

○�

心し
ん
し
っ
か
ん

疾
患･･･

血
行
を
介か

い

し
て
細
菌
が
心
臓

に
付
着
し
、
細
菌
性
心し

ん
な
い
ま
く
え
ん

内
膜
炎
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病
菌

の
毒
素
が
原
因
で
、
動ど

う
み
ゃ
く
こ
う
か

脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
、
心し

ん
き
ん
こ
う
そ
く

筋
梗
塞
や
脳
血
管
障
害
な

ど
を
引
き
起
こ
し
た
り
も
し
ま
す
。

○
糖

と
う
に
ょ
う
び
ょ
う

尿
病･･･

血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

を
悪
く
す
る
た
め
、
糖
尿
病
を
悪
化
さ

　

せ
た
り
し
ま
す
。

○�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
の
関

係･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
人
に
は
、
歯
周
病
が
多
い
こ
と
が
最

近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
同

時
に
進
行
し
、
そ
の
結
果
、
動
脈
硬
化

の
進
行
が
加
速
さ
れ
、
心
筋
梗
塞
や
腎

臓
病
で
死
亡
す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。
歯
周
病
の
予
防
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
大
き
く
か

か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

本
当
は
怖
い
歯
周
病

　

歯
周
病
検
診
を

　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う
！

◆
歯
周
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

こ
の
よ
う
に
、
歯
周
病
は
、
歯
が
抜
け

る
原
因
だ
け
で
な
く
、
全
身
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
定

期
的
に
歯
科
受
診
を
す
る
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
40
才
以
上
の
対
象
者
に
、「
歯

周
病
検
診
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

4
月
に
申
し
込
み
を
さ
れ
な
か
っ
た
人

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

3 期：中等度歯周炎
　歯ぐきはブヨブヨした状
態になり、血や膿が出て、
口臭もひどくなる。歯槽骨
がかなり溶けて、歯のぐら
つきが大きくなる。

1 期：歯肉炎
　歯ぐきが赤く腫

は

れるが、
見た目だけでは分からない
こともある。歯磨きをする
と血が出ることがある。

4 期：重度歯周炎
　歯周病の末期症状。歯槽
骨がほとんどなくなって、
歯根が露出する。物を噛む
ことができなくなり、歯が
抜けることもある。

2 期：軽度歯周炎
　自然に血が出たり、膿が
出たりして歯がぐらついた
りすることがある。歯

しそうこつ

槽骨
が溶け始める。
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　健康福祉課高齢福祉係（内線 2172）

心
も
体
も
元
気
に　
　
　
　

　
　
　
　
　

な
り
ま
せ
ん
か
？

■�

問
い
合
わ
せ
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
内
）　

担
当
：
纐
纈
（
内
線�

２
１
７
２
）

◆
老
人
憩
い
の
家
（
中
）

　

老
人
憩
い
の
家
に
増
設
し
た
こ
の
施

設
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が

自
主
的
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
曜
日
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
火
曜
日
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
の
日
は
、

大
勢
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
：
電
話
６
７
・
２
４
７
７

　

今
回
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
気
軽

に
集
ま
れ
る
場
所
と
し
て
、
い
き
が
い
づ

く
り
や
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
閉
じ
こ

も
り
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

設
し
て
い
る
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

出
か
け
る
こ
と
は
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も

り
予
防
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流

し
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と
は
認
知
症

の
予
防
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
や

体
操
を
す
る
こ
と
で
筋
力
低
下
の
予
防
に

も
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
利
用

し
て
、
心
も
体
も
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
の
施
設
も
開
館
日
・
時
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

《
10
月
の
教
室
の
お
知
ら
せ
》

【
転
倒
予
防
教
室
】

◇
上
之
郷
公
民
館
：
10
月
10
日
（
金
）

●
時
間
：
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

【
体
操
教
室
】

◇
御
嵩
公
民
館
：
10
月
1
日
（
水
）

●
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

◇
老
人
憩
い
の
家
新
館
：
10
月
20
日（
月
）

●
時
間
：
午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時

◇
伏
見
公
民
館
：
10
月
21
日
（
火
）

●
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

※�

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。直
接
、

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
水
分
補
給
の
た
め
、
お
茶
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◆
あ
っ
と
訪
夢
（
伏
見
）

　

あ
っ
と
訪
夢
は
、
こ
の
4
月
か
ら
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
藤
の
会
」
に
運
営
と
管

理
を
お
願
い
し
ま
し
た
。「
藤
の
会
」

の
人
た
ち
が
、
今
ま
で
以
上
に
あ
っ
と

訪
夢
を
も
り
た
て
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
利
用

者
は
変
わ
り
な
く
、
今
ま
で
ど
お
り
利

用
で
き
ま
す
。

　

あ
っ
と
訪
夢
で
は
、
援
助
員
や
「
藤

の
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
利
用
者
が
楽

し
く
過
ご
し
て
い
だ
け
る
よ
う
日
々
い

ろ
い
ろ
な
計
画
を
し
て
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
：
電
話
６
７
・
１
４
８
８

◆
ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
（
御
嵩
）

　

今
年
は
特
に
暑
い
日
が
続
い
た
た
め
、
栄
養
士

の
食
中
毒
予
防
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
り
、

毎
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ひ
ま
わ
り
」
に
よ
る
指

体
操
な
ど
、
役
に
立
つ
話
や
楽
し
い
企
画
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
家
ば
か
り
に
い
な
い
で
、
た
ま
に

は
ふ
ら
っ
と
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
：
電
話 

６
７
・
６
３
５
９

●
開
館
日
：
月
曜
〜
金
曜

●
開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
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  かんちゃん　きょうちゃん
この 2人は、リサイクルを進める
御嵩町の環境キャラクターです。

環境保全課環境政策係（内線 2124）

「環境の保全と創造に

　　　　　　　　　　　関する協定」

　

町
で
は
、「
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

良
好
な
環
境
を
創
造
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
町
内
の
事
業
所
に
お
い
て
も
、
単
に

公
害
防
止
に
努
め
る
だ
け
で
な
く
、“
良
好

な
環
境
の
保
全
と
快
適
な
環
境
の
創
造
”

の
た
め
に
、「
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す

る
協
定
」
を
町
と
締
結
し
て
、
環
境
保
全

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆ 

具
体
的
に
は
こ
ん
な

活
動
を
し
て
い
ま
す

★�
事
業
所
と
し
て
廃
棄
物
の
削
減
や
省
エ

ネ
な
ど
“
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動

の
推
進
”

★�

事
業
所
内
の
緑
化
な
ど
“
緑
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
”

★�

事
業
所
周
辺
の
清
掃
活
動
な
ど
“
地
域

社
会
へ
の
貢
献
”

　
「
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
協
定
」

で
は
、
こ
れ
ら
の
環
境
保
全
メ
ニ
ュ
ー
の

な
か
で
、
い
く
つ
か
の
項
目
を
選
ん
で
目

標
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
独
自

に
環
境
保
全
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
は
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
電
気
・
水
道
使
用
量
や
廃
棄
物
の
削
減

○�

原
材
料
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
利
用
の

推
進

○�

敷
地
内
緑
化
の
た
め
に
植
樹
や
花
壇
づ

く
り

○
事
業
所
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
清
掃
作
業

○�

地
域
で
開
催
さ
れ
る
美
化
活
動
へ
の
参

加

　

平
成
19
年
度
の
各
事
業
所
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
の
な
か
で
、
活
動
内
容

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○内外電機㈱　岐阜工場
　国道 21号線沿いの清掃活動

○エヌジーケイ・アドレック㈱　
　国道 21号線沿いの花壇の手入れ

○㈱纐纈建設
　自然環境保全のため、工事現場で
の生き物の生態調査

○岐東管財㈱　
　町主催の美化活動 (クリーンキャ
ンペーン )への参加

○東陶マテリア㈱　御嵩工場　
　事務所内での資源ごみ分別収集の
徹底

　～企業の取り組み状況をお知らせします～　～企業の取り組み状況をお知らせします～
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環境保全課環境政策係（内線 2124）

夏
休
み
親
子
環
境
学
習
会
へ
の

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

7
月
下
旬
〜
8
月
中
旬
、
4
回
に
わ

た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
、
夏
休
み

親
子
環
境
学
習
会
に
多
数
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者
を
含

め
て
、
延
べ
約
70
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
身
近
を
流
れ
る
可
児
川
の
水
質
、

カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
温
暖
化
と

自
然
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
ご
み
の
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
か
ら
町
の
環
境
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
環
境
保
全
課
環
境
政
策
係

担
当
：
若
尾
（
内
線
２
１
２
４
）

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
エ
コ
生
活

★ 

シ
ャ
ワ
ー
を
1
日
1
分
、
家
族

全
員
が
減
ら
す
。　

　

↓  

年
間
約
69
㎏
の
二
酸
化
炭

素
の
削
減
、
約
７
、１
０
０

円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

　

身
体
を
洗
っ
て
い
る
あ
い
だ
は
、

お
湯
を
流
し
っ
ぱ

な
し
に
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○㈱錦幸社　
　事業所周辺に花壇を増設

○盟和産業㈱　岐阜工場　
　工場内での電気フォークリフトの
導入

○㈱本州緑化建設　　
　工事完了時に周辺の清掃

○       

東
海
化
成
工
業
㈱

　

循
環
型
生
産
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
製
品
の

不
良
比
率
を
抑
え
、
廃
棄
物
の
低
減

○
東
洋
化
学
㈱　

ミ
タ
ケ
工
場

　

工
場
内
の
休
憩
時
の
照
明
、
パ
ソ
コ
ン

不
使
用
時
の
電
源
Ｏ
Ｆ
Ｆ
な
ど
、
各
種
の

節
電
対
策
を
実
施　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　○

東
濃
信
用
金
庫　

御
嵩
支
店　
　
　
　

　

毎
月
2
回
程
、
店
舗
周
辺
の
清
掃
活
動

○
十
六
銀
行　

御
嵩
支
店　
　
　
　
　
　

　

パ
ソ
コ
ン
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
利
用
に

よ
る
印
刷
物
の
削
減

○
㈱
東
海
ス
プ
リ
ン
グ
製
作
所　

御
嵩
工
場

　

社
用
車
や
工
場
内
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な

ど
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
実
施

○
め
ぐ
み
の
農
業
協
同
組
合　

可
児
本
部

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
農
業
用
使
用
済

み
廃
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
回
収
し
、
再
利
用

○
エ
ヌ
ビ
ー
エ
ル
㈱　

中
部
工
場

　

石せ
っ
こ
う膏
、
ス
ラ
グ
、
古
紙
な
ど
の
大
半
を

再
生
材
料
と
し
て
製
品
に
使
用

○
㈲
洞
谷
商
会　

　

自
動
車
修
理
で
顧
客
の
了
解
を
得
て
、

積
極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
を
使
用

○
御
嵩
町
商
工
会
（
事
務
局
）

　

オ
フ
ィ
ス
ペ
ー
パ
ー
な
ど
可
燃
ご
み
の

削
減

◆
犬
の
ふ
ん
の
放
置
に
つ
い
て
◆

　

最
近
、
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
人
で
、

「
何
も
持
た
ず
に
散
歩
し
て
い
る
」「
ス

コ
ッ
プ
と
袋
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で

使
っ
て
い
な
い
人
が
い
る
」
と
い
っ
た

苦
情
を
聞
き
ま
す
。
こ
う
し
た
一
部
の

人
が
お
こ
な
う
行
為
に
よ
り
、
愛
犬
家

の
み
な
さ
ん
が
同
じ
よ
う
な
目
で
見
ら

れ
ま
す
。

　

犬
の
散
歩
を
す
る
際
は
、
ス
コ
ッ
プ

と
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
持
っ
て
、
犬
の
糞
尿
を
適
切

に
処
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※�

平
成
20
年
3
月
に
、
㈱
ツ
ル
タ
製
作
所

と
新
た
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

町
と
環
境
保
全
協
定
を
締

結
し
て
い
る
事
業
所
は
、
玄

関
周
辺
に
こ
の
プ
レ
ー
ト
を

掲
示
し
て
い
ま
す
。

25 ほっと みたけ　2008. 9
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ＭＩＴＡＫＥ　ＴＯＷＮ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

　9 月・10 月の不燃ごみ（金物類・
ガラス類）、粗大ごみ（可燃・不燃）
の収集日をお知らせします。

　各地区分別収集日

※ 収集時間については朝方の約１時間
程度です。（例：午前７時〜午前８時）。
各自治会・アパートによって収集時間
が違いますので、それぞれの役員また
は分別指導員にお尋ねください。

収集地区
 不燃ごみ・ 粗大ごみ

収 集 日

上之郷 9 月 11 日（木）
10 月 9 日（木）

御　嵩 9 月 10 日（水）
10 月 8 日（水）

中 9 月 12 日（金）
10 月 10 日（金）

伏　見 9 月 9 日（火）
10 月 7 日（火）

収集地区 分別収集日

上之郷 9 月 7 日（日）
10 月 5 日（日）

御　嵩 9 月 14 日（日）
10 月 12 日（日）

中 9 月 21 日（日）
10 月 19 日（日）

伏　見 9 月 28 日（日）
10 月 26 日（日）

ご
集
み

収

9 月の相談日

●障がい者相談 　 　　　8 日（月）

※ 10 月の相談日･･･ 6 日（月）
●障がい者就労相談　 9 月：なし

※ 10 月の相談日･･･ 6 日（月）
時間：午後 1時〜午後 4時
　（電話相談も可。電話 68-0611）
場所：あゆみ館

●人権相談 　 　　　　19 日（金）

時間：午後 1時〜午後 4時
場所： 伏見公民館

社会福祉課（内線 2114）

●教育相談（不登校・いじめなど）
毎週月〜金曜日（祝日を除く）

時間：午前 10時〜午後 3時
場所：オアシス教室（中公民館内）

●臨床心理士による
カウンセリング（予約制）
毎週水曜日（祝日を除く）

時間：午前 9時〜午後 4時
場所：中公民館 2階
申込先：各小中学校・オアシス教室

●行政相談　　　　　　16 日（火）

時間：午前 9時 30分〜正午
場所：役場北庁舎 2階第 3研修室

●消費者相談　　　　　17 日（水）

時間：午後 1時 30分〜午後 4時
（1 人 30 分の予約制です）

場所：役場北庁舎 2階会議室

●法律相談　　　　　  26 日（金）

時間：午後 3時〜午後 5時
（午後 4 時までに受付をしてください）

　　　�午後 6時〜午後 8時
（午後 6 時以降の部は前日までに予約が必要）

場所：役場北庁舎 2階会議室

●くらしの相談　　　 16 日（火）

時間：午前 9時 30分〜正午
場所：役場北庁舎 2階第 3研修室

社会福祉協議会（ ☎ 67-6710）

住民協働課（内線 2103）

●精神保健福祉相談（予約制）

　　　　　　　　　 　1 日（月）
※ 10 月の相談日･･･ 6 日（月）

時間：午後1時 30分〜午後3時 30分
場所：保健センター
●いきいき健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
時間：午前8時 30分〜午前11時 30分
　　　※ 8日・22 日は午後 1 時 30 分〜
　　　　午後4時
場所：保健センター

保健センター（内線 2193）

オアシス教室（ ☎ 67-7380）

 生活学校
リサイクルステーション
9 月の開催日：7 日（日）

10 月の開催日：5 日（日）
時間：午前 9時〜午前 11時
場所：役場駐車場

　教育委員会では、悩みや気がか
りのある人を対象に「すこやか教
育相談」をおこなっています。
●日時：9 月 10日（水）
　※�時間は午後を予定しています
が、希望により調整します。

　※ 1回の相談は約 1時間です。
●場所：役場 1階　第 1 ･ 2 会議室
●相談料：無料
● 申込方法：町内の幼稚園、保育園、
小・中学校にある「相談申込書」、
または直接電話で申し込みくだ
さい。

■ 申込先および問い合わせ：教育課
学校教育係　担当：鍵山（内線
2310）

すこやか教育相談

教
談
育 

相
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納
限
期

納期限、お忘れなく！
◇納期限は 9 月 30 日（火）です。

○下水道受益者負担金　 　 2期分
○国民健康保険税　　　　��6 期分
○介護保険料　　　　　　�9 月分
○後期高齢者医療保険料　��3 期分
○上下水道使用料　　��　���8 月分
　　　　������（口座振替日　25日）
○保育料　　　　　　　　��9 月分
○町営住宅家賃　　　　　��9 月分

INFORMATION

　可児地区の 9月の祝日に診療可
能な歯科は次のとおりです。
● 9 月 15 日（月）：西可児歯科医院
　可児市帷子新町　電話�65-1010
● 9 月 23 日（火）：
　かとうこども歯科クリニック
　可児市今渡　電話�61-1885
●診療時間：午前 9時〜午後 4時
※必ず電話してからお出かけください。
■ 問い合わせ：保健センター

（内線�2193）

休
科
日

歯
歯科休日在宅当番医

　公証人、行政書士、司法書士によ
る合同無料相談会をおこないます。
●日時：10 月 5日（日）
　午前 10時〜午後 4時
● 場所：可児市福祉センター2階
　（可児市今渡 682-1）
●相談内容：
　①�遺言、金銭消費貸借・不動産
の賃貸借契約などの公証手続
きについて

　②�不動産・商業・法人登記、多重債
務問題、少額訴訟などについて

　③�農地法、建設業法、風俗営業法
など官公署提出書類について

■ 問い合わせ：
　①�美濃加茂公証役場　
　　担当：山中　電話�26-4436
　②�岐阜県司法書士会中濃支部　
担当：平岡　電話�53-4088

　③�岐阜県行政書士会可茂支部　
担当：相馬　電話�56-0047

合
談
同 

相
合同無料相談会

　いじめ、体罰、虐待などを誰に
も打ち明けることができないで悩
んでいる人は、どなたでも電話相
談に応じます。
●日時：9 月 8日（月）〜 14日（日）
　平日･･午前 8時 30分〜午後7時
　土日･･午前 10時〜午後 5時
●相談員：子どもの人権専門委員
■ 相談先：子どもの人権 110 番　

電話�0120-007-110（無料）

人
談
権

相
子どもの人権 110 番

面
会
接

障がい者就職合同面接会
　ハローワークでは、「中濃地域障
がい者就職合同面接会」を開催し
ます。
● 日時：9 月 26日（金）
　午後0時 45分〜午後4時 30分
　（受付は正午〜）
● 会場：わかくさ・プラザ多目的
ホール　（関市若草通 2-1）

●対象者：
　○�ハローワークに障がい者として

仕事探しの申込をしている人、
または申込を予定している人

　○ 来春、特別支援学校などを卒業
予定の人で就職を希望され、次
の手帳をお持ちの人、または取
得予定の人

　　①身体障害者手帳　②療育手帳
　　③精神障害者保健福祉手帳
　※�上記手帳をお持ちの人は、当日

持参してください。
　※�通院治療中の人は、主治医から
「就労が可能」といわれている
人に限ります。

● 参加企業：関市・美濃加茂市・
可児市・加茂郡・御嵩町などの
企業　約 36社（予定）

■ 問い合わせ：ハローワーク美濃
加茂　電話 25-2178

　御嵩調停協会では、調停相談をおこないます。交通事故・金銭・土地建
物・公害・家庭内の問題などでお困りの人は、気軽にご相談ください。
●日時：10 月 10日（金）午前 9時〜午後 4時
● 場所：�美濃加茂市中央公民館 2階
　　　　（美濃加茂市太田町 3425-1　美濃加茂市役所東隣）
●相談員：調停委員　　●相談料：無料　　
● 申込方法：直接電話で申し込みください（当日は予約優先となります）。
■  申込先および問い合わせ：御嵩調停協会（岐阜地方・家庭裁判所御嵩支
部内）電話 67-3111

調
談
停

相
無料調停相談
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求
内
人

案
グリーンテクノみたけ従業員募集

　来年 1月 11日（日）に中公民館
でおこなわれる成人式の企画・運
営をおこなう実行委員を募集しま
す。
　20歳の門出の式典を作り上げる
のはみなさん自身です。アイデア
とやる気のあるあなたの参加をお
待ちしています。みんなで最高の
成人式を作りましょう！
● 応募資格：昭和 63 年 4 月 2 日
〜平成元年 4月 1日までに生ま
れた人で、月 1・2回の会議に出
席できる人（現在、御嵩町に住民
票がなくても、出身者であれば可）

● 活動内容：記念品の選定、記念
行事の企画、式当日の司会進行
など

●申込期限：9 月 24日（水）
● 申込方法：生涯学習課生涯学習
係までご連絡ください。

■ 問い合わせ：生涯学習課生涯学
習係　担当：福田（内線�2268）

委
集
員

募
成人式実行委員の募集！ テニス大会参加者募集

テ
ス
ニ

　御嵩町テニス協会秋季大会を開
催します。
●日時：10 月 19日（日）
　午前 9時〜（受付開始）
●場所：南山公園テニスコート
●種目：ミックスダブルス
● 参加資格：高校生以上。ただし、
ペアのどちらかが町内在住・在
勤・在学であること。

●定員：16 組（先着順）
● 参加料：1 チーム 2,000 円（当
日集金します）

●申込期限：10 月 5日（日）
■ 申込先および問い合わせ：Ｂ＆
Ｇ海洋センター　担当：竹村　
電話�67-5196

　㈳岐阜県自動車整備振興会では、
10 月の「自動車点検整備推進強
化月間」に合わせて、「マイカー
点検教室」を開催します。
●日時：10 月 18日（土）
　午前9時30分〜午後2時30分
● 場所：㈳岐阜県自動車整備振
興会東濃会館（多治見市美坂町
4-5）

●定員：25 名程度
●参加料：無料（昼食つき）
●申込期限：10 月 10日（金）
○�申込者には、実施日の10日程前
に直接文章で詳細を案内します。

■ 申込先および問い合わせ：
　㈳岐阜県自動車整備振興会　　
　電話 0120-4190-77（無料）
　URL�http://www.gaspa.or.jp

教
室
マイカー点検教室

　岐阜地方裁判所では、「裁判員を
体験してみませんか in みたけ」を
開催します。模擬裁判員になって、
裁判官と一緒に裁判員を体験して
みませんか。
● 日時：9 月 28日（日）
　午後1時〜午後4時30分（予定）
● 場所：岐阜地方裁判所御嵩支部
●対象者：成人のみ　
●定員：30 名（先着順）
● 申込方法：直接電話または FAX
で申し込みください。

●申込期限：9月 12日（金）必着
■  申込先および問い合わせ：岐阜
地方裁判所総務課庶務係　電話 
058-262-5121（ 内 線 206）　
FAX 058-262-2353

裁
員
判

裁判員体験 in みたけ

8020 良い歯の高齢者歯科検診
● 日時：10 月 2日（木）
　午後1時30分〜午後2時（受付）
● 対象者：80歳以上（昭和3年8
月 31日以前に生まれた人）で、
20本以上自分の歯がある元気な人

■ 問い合わせ：保健センター　
　担当：井藤（内線�2194）

《盟和産業株式会社》
● 採用区分：①正社員（試用期間 6か月間は契約社員扱い）　②契約社員
● 募集人員：合計 3名　
● 職種：製造スタッフ
● 勤務時間：（通常）午前 8時〜午後 5時 5分　（2交替）午前 8時〜午
後 5時 5 分／午後 8時〜午前 5時 5 分　（3交替）午前 8時〜午後 4
時 45分／午後 4時〜午前 0時 45分／午前 0時〜午前 8時 45分

● 申込方法：電話で問い合わせ後、履歴書を持参
■ 問い合わせ：盟和産業㈱岐阜工場　人事担当：倉田
　�〒 505-0116　御嵩町御嵩 2188-66　電話 67-0888
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　町では、町民菜園の利用者を募集します。野菜や花などの栽培を通じて、自然にふれ合うとともに、農業知識
の習得と農業への理解を深めるために町民菜園を開設しています。ぜひ、ご利用ください。
●場所および募集区画：
　

※応募者多数の場合は、抽選になります。

INFORMATION

　自分の体力に合わせて、友だちや家族と一緒に参加してみませんか？
● 日時：11 月 2日（日）午前 8時 30分〜（開会式）　※小雨決行
●場所：南山公園野球場
　※�みたけの森自然歩道および丸山林道を走歩路とする自然豊かなコースです。
●種目：
◇�ウォーキング（6.5 ㎞）
　･･･どなたでも参加できます（小学 3年生以下は保護者同伴）
◇�クロスカントリー（2.5 ㎞）
　･･･小学生男子の部・小学生女子の部
◇�クロスカントリー（3.0 ㎞）
　･･･中学生男子の部・中学生女子の部・一般女子の部（高校生以上）
◇�クロスカントリー（4.0 ㎞）
　･･･一般男子の部一部（高校生以上）・二部（40歳以上）
● 参加料：○一般・高校生 300円　○小・中学生 100円
●申込期間：9 月 2日（火）〜 10月 5日（日）
● 申込方法：参加料を添えて、B&G海洋センターへ直接、申し込みください。
■ 問い合わせ：B&G海洋センター　担当：竹村　電話�67-5196

クロスカントリー・ウォーキング大会  　〜あるいて、はしって、みたけの森〜

町民菜園の利用者を募集します

菜園名 場所 面積 募集区画数

送木菜園
御嵩字浦田 2380 番 1、
および同番 2

約 50㎡ 1区画

西田菜園 中字西田 801番 1 約 80㎡ 4区画

比衣菜園 比衣字栗ケ坪 660番 4 約 50㎡ 2区画

●申込資格：
　○町内在住の人
　○区画の管理を十分にできる人
　○農業の職業に従事していないこと
●利用料金：40 円×区画面積（㎡）
　※�年度の途中から利用の場合は月割りで計算しま
す。

●利用期間：平成 20年 10月 1日〜
平成 21年 3月 31日

　※年度ごとに更新をおこないます。
●申込期限：9 月 19日（金）
● 申込方法：産業振興課農政係へ印鑑（認印可）を
持参して、申し込みください。

●抽選および契約説明会：
　【抽選】※応募者多数の場合
　日時：9 月 24日（水）　午後 7時〜
　場所：役場本庁舎 1階　第 1会議室
　【契約説明会】
　日時：9 月 24日（水）　午後 7時 30分〜
　場所：役場本庁舎 1階　第 1会議室

■ 問い合わせ：産業振興課農政係　担当：渡辺
　（内線 2233）

　自分で作った
野菜はおいしい
ですよ！
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「デイキャンプ」

　8月1日（金）に中・伏
見児童館合同で、恒例のデ
イキャンプをおこないまし
た。暑い日でしたが、飯
ごうでご飯を炊いたり、カ
レーやハンバーグを作った
り、とても楽しかったね。
　　　　（中・伏見児童館）

伏見児童館
��6 日（土）避難訓練、シャボン玉を作ろう

午後 1時 10分
10 日（水）ひよこタイム（敬老の日プレゼント作り）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前 10時 30分
13日（土）敬老の日プレゼント作り　　　午後 1時 30分
22日（月）かんたんおやつ作り（クレープ）　

�午後 1時 30分
24日（水）ひよこタイム（ごっこ遊び）��午前 10時 30分
27日（土）みんなで遊ぼう　　　　　　��午後 1時 30分
★閉館日：11 日（木）

申

参

申

参

申

参

申

参

子育て支援センター

◎ 育児相談　月〜金曜日（午前 9時〜午後 5時）
　子育てについて不安はありませんか？
　気軽にお出かけください。お電話もお待ちしています。

★“子育ておしゃべりタイム”へのお誘い★
　未就園児親子（または祖父母）のみなさん、一緒
におしゃべりしたり、子どもと遊びながらストレス
を発散しましょう。 
◆時間：毎週月曜日　午前 10時〜午前 11時 30分

★“おはなしの広場”に来てね ★
　紙芝居や絵本に親しみ、情緒豊かに育てましょう。
貸し出しもおこなっています。
�◆日程：9 月 24日（水）・10月 15日（水）
�◆時間：午前 10時 30分〜午前 11時 30分

9 月の予定
◎　1 日： プール遊び
◎　8 日：栄養士の話
　　　�　��身体測定
◎ 22 日：秋のミニ運動会
◎ 29 日：クッキング

★�親子教室のご案内（会員制）★
　申し込んだコースに参加してください（今年
度の受付は終了しました）。
◆対象：未就園児の親子　
◆会費：無料
◆コース：さくらんぼコース（0、1歳児）
　　　　　10月28日（火）、31日（金）音楽療法
　　　　　りんごコース（2歳児）
　　　　　9月 9日（火）、12日（金）音楽療法

ぽっぽかん
67-5221

★�園庭開放「あそびの広場」★
　9月はお休みです。

★★ 9 月の予定★★

中児童館　　67-0400　  伏見児童館　　67-3625

中児童館
��4 日（木）ひよこタイム　　　　　　　午前 10時 30分
　　　　　　（プール遊び、敬老の日プレゼント作り）　
��6 日（土）ガラス絵かき、避難訓練　　午後1時 30分
13日（土）敬老の日プレゼント作り

　　　午後1時 30分
18日（木）ひよこタイム（洗

せんたく

濯遊び）　　午前 10時 30分
　　　　　　持ち物：ハンドタオル、ぼうし
22日（月）おやつ作り　　　　　　　　

午前 10時 30分、午後 1時 30分
25日（木）ひよこタイム（おもちゃ作り）

午前 10時 30分
27日（土）ゲーム遊び　　　　　　　　　午後 1時 30分
★閉館日：11 日（木）

申

参

申

参･･･要申込 ･･･要参加費

申

参

申

参10 月の予定
◎　6 日：散歩
◎ 20 日：保健師の話
　　　�　��身体測定
◎ 27 日：運動会
　　　　　※要申込

申

参

申

参

開館時間：午前 10 時〜午後 5 時

開館時間：
午前 9 時〜午後 5 時
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INFORMATION

◆ キッズ・シアター（ビデオ上映）
アニメ「まえがみ太郎」

●日時：9 月 20日（土）
　午後 2時〜午後 3時 10分
●場所：1 階研修室

◆ えほんのひろば
● 日時：9 月 23 日（火）
　午前10時30分〜午前11時30分
●場所：おはなしのへや

◆ 郷土館展示
「向陽中学校美術部作品展」

● 期間：9 月 6日（土）〜 14日（日）
●場所：2 階特別展示室

◆ 竹屋資料館講座

「伊勢型紙で秋を作ろう」
参加者募集！

●日時：10月 4日（土）
　午後1時 30分〜午後4時
●�場所 :中山道みたけ館陶芸教室
●�定員：20名　　
●材料代：300円（1作品）

◆   中山道みたけ館ミニ展示
　「いきいき作品展　
　　　〜敬老の日にちなんで〜」
　あっと訪夢、ふらっとハウス、老
人憩いの家を利用されているみなさ
んの手芸作品を展示します。
●期間：9 月 25日（木）まで
●場所：1 階エントランスホール

◆ わくわくたいむ（おはなしかい）
● 日時：9 月 6日（土）、13日（土）、
27日（土）
　午後 2時〜午後 2時 30分
●場所：おはなしのへや

9 月の休館日

TEL　67-7500

9 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

1 日（月）、8 日（月）、16 日（火）、
22 日（月）、26 日（金）、29 日（月）

★ ★　9 月の予定　★ ★中 山 道
み た け 館
開
館
時
間

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

　　　：午前　9 時〜午後 5 時土・日
祝祭日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
http://www.town.mitake.gifu.jp/

●�申込期間：9月 9日（火）〜
　　　　　（定員になり次第締切）　
■ 申込先および問い合わせ：
　竹屋資料館　電話�67-5704

◆ 中山道みたけ館　図書館講座

「金子みすずの世界」参加者募集！
　美しい詩を作った金子みすずの作
品と生涯に触れてみませんか？
●日時：10月 16日（木）
　午後3時〜午後4時 30分
●�場所 :中山道みたけ館研修室
●�定員：40名　　
●�申込期間：9月 10日（水）〜
　　　　　（定員になり次第締切）
※  9 月 15 日（月）敬老の日は開館

します。

平成 20年 7月分
（受付）敬称略

　死亡者名���������死亡年齢�������自治会名������������喪主氏名

奥村元子��63 歳（城 町）奥村洋一

長谷川義雄��93 歳（新 町）長谷川徹

小笠原亮��53 歳（南山台西）小笠原聡

藤田満雄��79 歳（本 郷）藤田満徳

吉田か 江��78 歳（井 尻）吉田則夫

亀井なみゑ��85 歳（顔 戸 南）亀井良美

奥村武義��81 歳（川 南）奥村正葊

葊瀬忠夫��90 歳（木 の 下）葊瀬俊昭

北川征子��64 歳（井 尻）北川義孝

國塚金助��82 歳（板 良 町）小野寺政義

安藤良子��90 歳（井 尻）安藤義隆

野中照夫��78 歳（顔 戸 南）野中幸広

鍵谷博文��90 歳（野 崎）鍵谷敏明

牧田せう��100 歳（井 尻）伊左治健次

（
　����婚姻者名　　　���住　　所

　渡邉省多（古 屋 敷）
　大 楢 � 洸（古 屋 敷）

　大鋸翔貴（ 宿 ）
　佐藤恵美（東 京 都）

　藤田将良（顔 戸 北）
　澤田和香奈（板 良 町）

　藤田裕也（顔 戸 北）
　小野寺理恵（若宮町２）

　
　

（
（
（

お誕生
　　おめでとう

お悔やみ
　申し上げます

ご結婚
　　おめでとう

������出生児名�����������自治会名���������保護者名

伊
い と う

藤愛
ま な と

斗（小 原）

升
ますくら

倉　咲
さき

（北 屋 敷）

山
やまもと

本一
い つ き

輝（前 沢）

名
な く ら

倉和
あ も ん

紋（西 町）

伊
い と う

藤颯
さ や か

夏（本 郷）

伊
いとう

藤颯
はやのすけ

之丞（伏 見 台）

山
やまぐち

口　友
ゆう

（西 田）

山
や ま だ

田景
けいすけ

介（ 平 ）

友　隆
文　子

一　正
香　織
和　裕
さおり
裕　紀
理　絵

　亮　
　令

貴　彦
明　代
忠　行
美　杉
一　広
彩　子



【作り方】
①�ロールいか、じゃがいもは 1.5 センチの角切り
にする。いかは食塩、酒で下味をつけて、でん
ぷんをまぶして、カラリと揚げる。じゃがいも
は水にさらし、水気をふき取って揚げる。
②ピーナッツは粗く刻んでおく。
③�Ａの材料を鍋に入れ、弱火で煮る。沸騰したら、
①のいか、じゃがいも、②のピーナッツ、すり
ごまを入れてからめる。

【１人分の栄養価】

 

町の人口と世帯（2008.8.1 現在）

POPULATION　（　）内は前月比

　　 人口　19,701 人（＋ 13）

　　　 男　 9,702 人（＋ 8）

　　　 女    9,999 人（＋　5）

　　 世帯　6,750 世帯（＋ 5）

発行／御嵩町
 編集／総合政策課秘書広報係
〒 505-0192　岐阜県可児郡御嵩町御嵩 1239 番地 1
 　　　　　　TEL（0574）67-2111（代）FAX（0574）67-1999（代）
 ボイスメールサービス　TEL（0574）67-7581
 ホームページアドレス　http://www.town.mitake.gifu.jp/
 携帯版ホームページ　　http://www.town.mitake.gifu.jp/mobile/
 電子メールアドレス　　mitake ＠ town.mitake.lg.jp

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球に優しい大豆油を使用したインキで印刷されています。

携帯版ホームページ
はこのQRコードで
ご覧になれます。
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ま
し
た
。

【材料】（5人分）
ロールいか 250ｇ
じゃがいも　 中 2個
ピーナッツ 10粒
すりごま 大さじ 2
食塩 　少々
酒 　大さじ 1
でんぷん 適宜
揚げ油 適宜
Ａ　砂糖 大さじ 2
　　しょうゆ 大さじ 1.5
　　みりん・水 各大さじ 1

今月の健康料理 「いかとポテトの揚げ煮」

★ワンポイントメモ★　じゃがいもはでんぷんが多く含まれ、エネルギー源になりますが、ほかの特徴として、ビタミンＣが多く含まれています。しかも、ビタミンＣは加熱によって壊れやすいのですが、じゃがいものビタミンＣは壊れにくいといわれています。

■レシピ提供：給食センター　電話 67-0238　

エネルギー たんぱく質 カルシウム ビタミンＣ 塩分
171kcal 9.5g 45mg 15mg 0.9g

▲  カラフルな遊具に変身しました !
みんなでなかよく遊んでね !!

とっても
おいしいよ！

【遊具がピカピカに！】
　7 月 30 日（水）に、可茂塗装工業会の
みなさんが、伏見保育園の遊具をきれいに
塗りなおしてくださいました。
　可茂地域の塗装業者で構成するこの会
は、22 年前からボランティアで可茂地域
の公園や学校などの遊具の塗り替えをおこ
なっています。
　作業員の人たちは、「楽しく奉仕させて
もらっています」と、いきいきとした表情
で話してくださいました。可茂塗装工業会
のみなさん、ありがとうございました。

【よってりゃあ、みたけ】

 ▲  「よってりゃあ、みたけ」フィ
ナーレの見事な打ち上げ花火。
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